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「多./による34に向けたケアプランに係る>?の手引き」について

介�保�H政の推Kにつきましては、日Pよりご尽力をVり厚く御X申し上げます。

^問介�における生活援助中心型サービスj生活援助加lはmく。以下同じ。rについて

は、s会保u審>会介�w付y分{会における>?を|まえ、利用�の34支援・�度化�

止や地域�源の有効活用�の�点から、��的に�て�常よりかけ�れた回数をケアプラン

に位�付ける場合には、介�支援専£員から市町村へ届け出ることとし、市町村が地域ケア

会>の®催�により検±をHうこととされました。

具体的には、居宅介�支援事業所の介�支援専£員が平成 30 年 10 月º日以»に作成又は

変更したケアプランのうち、「厚生労働大Âが定める回数及び^問介�」j平成 30 年厚生労

働省告ÈÉ 218 号rで定める回数以上の生活援助中心型サービスを位�づけたものについ

て、作成又は変更した月のÐ月末までに届け出る必Óがあり、届出を受けた市町村では、Ö

次、地域ケア会>�を活用して、多./のØ点から届出のあったケアプランについて>?を

Hうこととなります。

今回の�直しは、利用�は様々な事情を抱えていることを|まえ、利用�の34支援・�

度化�止にとってよりáいサービスを提供することを目的とするものであり、介�支援専£

員のØ点だけではなく、多./協働による検±をHい、必Óに応じて、ケアプランの内容の

再検±を促すものです。生活援助中心型サービスが一定回数以上となったことをもってサー

ビスの利用制îをHうものではありません。

また、ケアプランを変更するためには、利用�の同意を得ることが必Óであることから、

市町村は介�支援専£員や本人に丁寧かつ十分にø明をする必Óがあります。

今ú、この地域ケア会>�における>?をより効果的なものとするため、平成 30 年度厚

生労働省'人保健健康増K�事業j地域ケア会>�におけるケアプラン検þの在り方に�す

る�査研�事業j実施団体�エム・アール・アイリサーチアソシエイツ株式会srrにおい

て、有��で構成される検±委員会での>?を|まえ、標�の手引きが作成されました。

各��府県におかれましては、手引きの内容をご��いただくとともに、�内市町村及び

地域包括支援センター�に対する周知や、本手引きの活用支援を�じ、制度%旨の理(の徹

底や、多./による効果的な>?の実現が図られるよう、ご協力をお-いいたします。

【担当】

厚生労働省
健局振��人材研修係・基準�一係

TEL�03-5253-1111$内& 3936・3983*+
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1. この手引きについて

1.1 手引きのねらい

この「����よる
���けた�ア�ラ��係る��の��き�は、���の� が、

"#$の
�%&・()*+,-./01の234#5の67から、�アマネジメ�ト%&

を@Aとして、./�アEFG�5を4#して、���のH7からIJKLビスOPQRS

「�ア�ラ��とTUVW�つTて��をYUZの[\として]^されましたV

�アマネジメ�ト%&を@Aとした�ア�ラ��係る���おける���のcd-ef

Aな\hi-H7をjkするととm�、���のH7から�ア�ラ��つTてnoをYU

ため�、./�アEFG�-そのrの仕tみの4#の\hi、���のvwx�eづく�ア

�ラ��係る��、助|のH7を}~したmのですV

����おTては、��A����が[�する./�アEFG�を�じて�ア�ラ��

つTて��をYUことがefとなりますが、./�アEFG�R�のi�Q��Aなi�は

���でnoしますWでYU���つTてm、この��きが[\となりますV�

また、�^ 30� 10�より、����Q�4&助���Wの��が�T�ア�ラ��つT
て、���が./�アEFG�5でnoすることとされてTますVこれは、
�%&・()

*+,の67からYUmので�り、��とする�ア�ラ�を��することを� �YUm

のでは�りませ¢Vこの��きでは、����の�T�ア�ラ��係る��のZのH7を£

�してTますVただし、このよUな�Lス�¥らず、§��$の�ア�ラ�を
�%&・(

)*+,の67からnoする���¨く4#することが可ªですV�

＜この�引きのねら	と特��
・ 市町村の介護保険担当職員を��と�て�定�、ケアマネジメント支援における保険
者の役割�、ケアプランに係る議論の基本的な考え方を�介�て	ま���

・ �町� おける$アマ'ジメ*ト支-の場 お	て、利用者の自立支援・重度化防止
や地域資源の有効活用等の観点で、多職種の視点からケアプランについて議論を01
2の�引きと�て3用5れることを期待�て	ま���

・ 9:の多	<問介>（生3-助中CDEが位Hづけられた$アプラ* つ	て検Oを
012の参Qとなるよ1、TUを用	て議WのポY*トを解[�て	ま���

1.2 ケアマネジメント支援とは

� �ア�ラ��係る��を�して、
��0する�アマネジメ�トとなるよU%&するこ

とが�§ですV

�アマネジメ�ト%&とは、��«¬�-./®�アの~¯で�る「°±の«²�-

「
��を@³した®Aで´µAな�アマネジメ�トとなるよU%&することですVその

ため�は"#$f¶の·¸が¹分�反¼されてTることが(§となりますVまた、./をe

½とした%&となってTるか、"#$から¿てÀ�A%&�なってTるかなどのH7m(

§�なりますV�ア�ラ��つTて��するZ�m、��%&vw を��としてYÂれる

�アマネジメ�ト�これらのH7が反¼されるよU%&することが�§ですV
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1.3 �問回数の多いケアプランについて

1.3.1 �旨について

�� �����おける��助�����ビス�つ�ては、����� ���!"#分

%��おける &を(ま*、

、+,の./01からかけ4れた./78となって�る<ア>ラ@�つ�て、AB

CへのEFをGH"け、その<ア>ラ@�つ�て、ABCがKL<ア� のMNO�より

RSをTUこととされて�ますY�

Z� [\ 30 _`��abcd�お�て、��助�����ビスの./78efghi 20

分k上 4n 分op、4n 分k上の��ビスのqr78sがqr t0 7k上のu�vwの�る

�vw�xし、z{|な./01と��ビスの}g~のR�の���つ�て��を��

したとこ�、

Y�

��助�����ビス�つ�ては、./w�お�て��な��を�*る�q��る

ことを(ま*て、 、���

���の��だけではなく、������よるRSをT�、

こととなりましたY�

Z� 今7の��しは、

Y<ア>ラ@を ¡するため�は、./wの£¤を¥る}gが�り、<ア>ラ@の 

¡を¦§することはできな�ため、������©ABCはª«�¬分®をする}

gが�りますY�

Z� また、<ア>ラ@�係る &をTった°�、±き²き、³´./wのdµ|な01¶·

をTUなど、������への¹²|な�がºめられますY�

Z� さら�、

�のと»*られますYなお、[\ 30 _`�vw¼½¦¾¿ÀÁ"ÂeABC分s�

係るÃÄÅÆ�お�ては、ÅÆのÇつとして、「��助の��78の��<ア>ラ@e�

�助<ア>ラ@sのKL<ア� OでのR��つ�て、��{§をÉ�して�るかYÊ

がËけられており、�vw�お�ては、���のÉ�O�ÌめることがµÍされて�ますY�

�� なお、[\ 30_`��abcdでは、�����つ�て、上Îの取りÐみのÒか、Ó

{���Ô�をÕ�てabを±き上げるとと��、×ØのリハビリÛ�シÝ@���O

とÞßした取りÐみのÃÄ、Ó{��としてTUàá��âするよUな�ãり助の

®É¾�より、àá�・Ô`¾åæ�âする��ビスを¿À・ÃÄすることとされて�

ますY�

� �����おけるàá�・Ô`¾åæ�つ�ては、./wの ADLç上�èられる�
のでなく、IADL Oのç上�より QOL のç上をéÅす�ので��ること�ê¤が}gで
すY�



3 

図 1-1� �問介�における�立支援・�度化�止に�するサービスの推�・�価
 平成 30年度改定&

図 1-2� �問回数の多い利用者への対応 平成 30年度改定&
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�参��介�保�法施
�則平成 ��年厚生省令第 ��号�抄��

会���

第百四十条"七十二"二 法第百十五条"四十八第一()�定+,会�-.次)掲1,

事()345検78
9:";+,<�

一 次条)定=,>保�?@第四号)A45B支援対F>保�?G;49<H"健康上

及M生活上"OP"Q決)S+,支援"内容)V+,事(@次号)掲1,:"8W

X<H�

三 地域)A\,介�"提供)携`,?a"他"V係?"d携"強化)V+,事(�

四 支援対F>保�?)共h+,OP"把握)V+,事(�

五 地域)A\,介�"提供)必lm社会S源"改善及Mr発)V+,事(�

六 地域)A\,u立wx日常生活"支援"x=)必lm施策及M事業)V+,事(�

注�平成 �~ 年�月�日��下��8�加

1.3.2 届出対�について

�� 上�の�ア�ラ�の	
�つては、���������の��の���� !�"

する%&'() 11 +,-.令0 38 号40 13 50 18 号の6�おて、����89�

は、��:;ビス>?�,-@ABCが�めるFGH上のIJ��',-@ABCが�

めるKの�LるM4を位PQけるST�、UV��:;ビス>?をWXY�	け
ること

とされてますM_

`_ 	
のabとなるIJ��のdeは

とし、	
のghの%&となるFGは、g��ijの「lm(nopFGq6

r&st'6uv4

��

wが%&とされてますM_

'xy4lmでのopFGのr&st�6を{じたFG_

~_ ����は、��のy+�'() 28 + 10 ��() 2�+��分4の�Q��'lm4

を%�、各��おけるg��ijの「lm(nopFGq6r&st'6uv4wのFG

を�
した上で、g��ij��B�となる�のFGをpることとし、

��

とされてますM_

	 1-1 届出の�否の基準となる生活援助中心型サービスの回数

�介��� �介��� �介��� �介��� �介�	�


� 回� � 回� � 回� � 回� � 回

�����介�度	
�上�回数以上�生活援助中心型�����位� !"場合%届出

(必�
*"+,

��-�月変更1�介�度(変更
*"場合�%234多6回数�基準9"+
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1.4 手引きの構成

この��きの��は	
のとおりです��

＜�引きの構�と内
��
１．この�引き�つ�て �引きのねら�の�明

�アマ�ジメ�ト支!の�明
"問$%の多��アプラ�の)り扱�の�明
�引きの構�と,用方法

２．1域�ア34会議7�お
ける多;<の=点

多;<�よる�アプラ��係る議A�つ�ての解�
保DEの役GとかかIり方
自立�Lけた�アプラ�の理解
多;<�よる�アプラ��係る議AのO組Q�
1域�ア34会議�よる�アプラ��係る議A�
の方法

RST認の=点の解��
1域�ア34会議�おけるV会Eの役Gの�明
1域�ア34会議�おけるWXYZEの役Gの�明
1域�ア34会議�おける[門;の役Gと;<4の
助^のポ`�トの�明

３．WXb介 "問$%の多�"問介defghのWX�よる、�
アプラ��係る議Aの=点とjk方の解�

l．RSm� 参jRSのb介

なお、このマ��アルは、	
の��を�と���した�のです��

・�"#$%&'()*+,-� ./01け��き3Ver.14� 56789� �
・�"#$%&'()*+,-� :;<1け��き3Ver.14� 56789�
・�=>?ア@ABCマ��アル3D� 24 EFGH,-� =>?ア@ABCマ��アル
��,-4

34.1�IJ��をKLしてNます4



6 

2. 地域ケア個別会�等における多職種の�点

2.1 ケアマネジメント支援における保�者の役割

����は、�アマネジメト��のための仕�みづくりとして、��のよ な"#が%

&されます+

多職種によるケアマネジメント支援の場の�定

,-.の/0から�ア3ラ�係る78を:;、<=�の>?��@ABCDEのF

0から�アマネジメトのGをH上させるためのKLMN、N7OPとして、QR�ア

STN7@�アマネジメトUVNなどのKをX&し、そのZ[の仕�みづくり@、\

]な^_O`、Daのb�を:;ます+

多職種の職能団体等との!携、$整

QR�アSTN7cの取り�み�efする各-.の-hiOcのjkをlめ、mn、

opO`をつくります+rst�-hiOがXuされて;な;Kvは、wxyzのiO

など���をlめること|%&されます+

介'支援専)員育成の機会の�定

その}、QR~������の�=、��-��@��������_とのmnc

�より、������_のUV@��Nの��を��するなど、rst�の�����

�_の�����って;るrst|�ります+

また、QR�アSTN7c�お;て�Nを�めたり、rstの?Kからefし、rstの

/0から��のb�を:ったり、��の�り��つ;ての78�efすること|%&され

ます+
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2.2 �立支援、�度化予
のための多職種によるケアプランに係る��

2.2.1 � �立に向けたケアプラン

�����、��での��を��して�くことが�しくなるのは��のことです�このよ

�な �!が"らかの%助を'けながら)、*+を,�して、その.らし���を/01�

23して�くことが45だと78ます�

ことを今;<=>する?@がAります�

このよ�な45�CけてD%するためのGアIラK�お�ては、

�なります�そのため、

と�ったNCをOま8て、 と�

った �Pづき、S.のNTを=>しながら、GアIラKをUVします�

そのW、

こと�XNが?@です�45�CけてYZ1で[=なNCを�って�る �!の

\]�は、そのZY�Cけた^01な_`をS.とと)�abしてGアIラKをUVする

でしょ��しかしながら、ZWのdeと乖gしたNCがAる\]�は、そのhiをj[し、

S.のYd>kをlめるmきかけnをo�ながら、NTpqD%をo�?@がAります�

rで)、45�お�てS.のNsがt@な@uでAることをv8ると、

がAります�「できるxyがAるの�、して�な�ことは"

かz「かつてはして�たの�、しなくなったことは"かz「それはど�してなのかznの~

�から、

ことが?@�なります�

そして、45は;<で�し�ることではなく、��との231な��U�を�して可x�

なります�そのため、��を��してGアIラKをUVするとと)�、

�つ�て)abする?@がAります�

このよ��、GアIラKは�なる��ではなく、GアマネジメKトす�てのI��スを�

8る�した)のでAり、GアIラK�係る��をするW�はそのことを>kする?@がA

ります�つまり、 こと�なると�った��が?

@だと78ます�
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2.2.2 多職種によるケアプランに係る�の仕組み

����・���	
の�から、���の���って�ア�ラ��係る� を"#た

めの仕'みとして、+,�ア-./�を01することが56です8

その:�、各<=>の?@ABCこれまでの取り'みHI�JづLて、MNビスQRS/

��TUSC+,VW��X�YN�@がZ[する\]C、+,リハビリ`Nシb�0c

��defを01し、リハビリ`Nシb�gh�fをijする\]などmnoられます8

<=>�pじた、rstuを"Lながら���が�ア�ラ��係る� ができる仕'み

をwけることが�yです8

また、こ#した-.の�アマネジメ�ト����の\]として、���がZ[する��/

Cd���/とLった�など、���がZ[する��の仕'みを01しながら、��する\

]mnoられます8

この��きでは、+,�ア-./��おける���のかか�り\を�����してLま

すが、その:の仕'みで��する��でm、この��き��された�をZnとして、01

することが可�です8

例１：地域��個別会議�活用��������係�議論（A市）
＜参加��職種＞
��（書面��理学
法士�作業
法士��剤��栄養士�主任介�支��門��介��

�士�社会��士�保健��認知$地&支�'(��生*支�+,-./,0,�12衛生士
4�様67�門職9:事<=応?�必A7職BC選定FG
＜概要＞
介�支��門�H提出KLMNOPQ=対ST�U存W定<開催Z実\ST]L地&MN^_会
議W参加職B9:�事<=必A7職BC選定S�c時開催FG
会議W場=事<提f者C招i�現状及m今後W展開=q]T報告]tu]t上�多職Bx意見
{換S�確認~助�C受�L中�更7L自立支���度化�止��]T��用者W����上C
目指K�Q�C������用者支�=反�ZiL9C�本人W意��¡,¢£提f者W意見4�¤
案S7H:MNOPQW内§=係L議論C行«FG

＜市町村'(()*方＞
介�保険H事務局C担当S�多職B~事<提f者xW²³調µ�資·W収集�確認FG
・ 事前準備½会議資·W作成��門職¿W事前資·送付
・ 会議開催½議事録作成
・ 会議後½会議W内§CA約ST�事<提f者¿Ä.,ÅÆÇÈ�ÉÊ0ËQÌ4G
・ 事<WÍÎ上Ï=応?T�題µ理C行]�必A=応?T介�支��門���研修会~市民
ÄÕ,PÖ（自立支�~�度化�止W×Ø方�地&ÚÛ���生*支�体Ýµ備4W担当
xÞ²ßS�地&MN^_題9:地&題Wà出展開¿xq7ÏT]Û役割FG
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例２：�����指導研修活用��������係�議論（B市）
＜参加��職種＞
作業�法士�理学�法士�	語聴�士���（����������������（書

面��主任介�支$%門'（委)*地,包.支$/�0���基2相談支$/�0�（障6
者89:��保険者=>

＜概要＞
介�支$%門'?提出BCD�EF�G対IJ�多職MND�EF�指導研修委'?D�S�TU

�VN質X上Z目的]I^_`会議Z開催I�助	内gZ集約BCjkN内gZ介�支$%門'
G対IJ�面談形式nop���qrBC]]sG�t理者G報告BCj>
本人�家zN参加?}~的]�断��^事���委)*地,包.支$/�0�?主導I�介�

支$%門']��Ns]n�本人�家z?参加BC地,D���会議Z開催j>
介�支$%門'�No���]IJ�提出��^事�Z集約�分析I�多�見��^:題Z��S]

I^研修��強会=Z開催j>

＜市町村&''()方＞
基2地,包.支$/�0�?事務局Z担当I�介�支$%門']N��調��資�N収集��

 qr�委'�N送付�指導内gN集約�会議N開催�会議内gN£達�t理者�N報告¥¦Z担
当BCj>
§事前準備«会議資�N作成�D�EF�研修委'�N資�事前送付
§会議開催«当日N資��議事録
§会議後«>
主任介�支$%門'?�事�提°者�t理者G会議N内gZop���qrBCjkN報告書Z

事務局G提出jkN後N±²0³�´�介�支$%門'�N支$Z主任介�支$%門'?行¶j>
・ 本人·家zN参加?}~的]�断��^事�G¸¹J��º度�本人·家z?参加BC地,
D���会議Z開催BCj>

・ ¼数N地,D���会議¾�同À:題?Á��^場合�地,:題]IJ取Å上Æ�基2包.支
$/�0�]委)*地,包.支$/�0�?��I�地,D�Ç³�会議Z開催j>

・ 介�支$%門'�No���]IJ�提出��^事�G多�見��^:題Z��S]I^研修会·
�強会=�基2*地,包.支$/�0�]保険者?��IJ開催j>
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2.2.3 地域ケア会�等によるケアプランに係る��

(1) 地域ケア会�とは

「「���ア���は、����� 115�の 48で��されており、���が� し、
���または��$%&'()*+が,-する「0123をはじめ、��の7係9から<=

される���のことを@AますB��$%�アシスEムのGHIJけて、LM9NOIPす

る&'のQGと、それを&SるT�UVのWXを、���アNY��と���アZ[��\

を]^させて[めるための`aですB

図 2-1 地域ケア会�の概�

���ア��Iは、①NYcdのef、②��$%&'ネiトk+クの<m、③��cd

のop、④��づくりtuvo、w1xのy=とAz{つの}~が�りますBこれらす�て

の}~を、���アNY��と����レ�ル����レ�ルの���アZ[��とで�

たすことが��IなりますB�
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図 2-2 地域ケア会�の持つ機能

「地域ケア会��営マニュアル」�寿社会�発センター

「地域包括ケアの実現に向けた地域ケア会�実!事例$」厚生労働省老健局

図 2-3 地域ケア会�のつの機能

�介�予�活動普及展�事業 市町村向け手引き�Ver.1�� 厚生労働省より$%�

���ア��は、	
の�・���よって�きく��の����分かれます"#

�域�ア��会議 ��	
の�の検��より、高���の自立を支��る会議

�域�ア� 会議 �域�の!"・検���より、�域づくり・&'開発*政,形
.�よる�域�の解決�つなげる会議

���ア$%��は、&'()*+,-.��/01234567が9
し、;<、=

>7の?@�.ABCD7の��EA7がFGしてHI,の$%JKのLMをOるととR

�、=>1STDのUV12�Wする�アマネジメ4トの]^_をHめることを��]

bされます"また、このよeなgh3ス�おkて��/012ネlトm6クをopするこ

と.��JKをqrすることR��なります"
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���ア��は、	
��すよ��、さまざまな��、��で��されて�ます���

の�� ��の!"�#じて、%&'の()、!*+,-�.�.な�が0ります�

� 2-1 多様な地域ケア会


(2) 地域ケア個別会
の意義とその留意点

1) 地域ケア個別会
の意義

���ア23��の���は、�アマネジメ8トの:の;上�よって「?@'のQOL;
上�AすることE�&F、Gのよ�なHIが0ります�J

%&'が、KL�MするNOPのQR�なST�Uづく助Yを[じて、

すること

\OJT・ス_ルアabcJ

%&'がMdなefでghすること�よって、��ij�アシスlム�nするopを

qめるとと-�、 すること

ghするKLをsみuねること�より、���不xするAyと�った

�つながること

開催
主体 会議名 会議�目的

地域�会議�5��機能

参加者 開催頻度

①
個
別
課
題
の
解
決

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

③
地
域
課
題
の
発
見

④
地
域
づ
く
り
の
資
源
開
発

⑤
政
策
�
形
成

市町� 地���会議A
（地����
会議�

自立支������
����検討�自立
支��手法�共 

! ! ! 市（保険者�
地�包&支�'()�
��*+,-�
介/0�1�事業所
5門職

定期開催
1=月�!
?

市町� 地���会議B
（地���AB
会議�

行政E題�共 �地
��実情IJ�K�L
MNO

! ! ! ! 市（保険者�
地�包&支�'()�
自治会�民生委TU

定期開催
1年�!?

地�包&支�'()� 地���会議C
（地����
会議�

地���会議AX検
討O�����YZ

! ! ! 市（[\]�^�_O
`�
地�包&支�'()�
��*+,-�
介/0�1�事業所

定期開催
1=月�!
?

地�包&支�'()� 地���会議a
（地����
会議�

支�bc����問
題解決

! ! ! 地�包&支�'()�
��*+,-�
必h�応j�市�他l
係者n参加

不定期開
催
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2) 地域ケア個別会�を活用して多職種の�点からケアプランに係る��を�う�の留意点

����よる�ア	ラ��係る�は、���の����・�����の� から、��

�の# から$%を'し)*、�ア	ラ�の+を,上させることを23として56する8

のです:;$<な>?を@*、23をABするため�、EFの �G$するHIがKります:

専#職の参加

NO�アPQR�STするUV�として、WX、YZWX、[\X、]^X・_`

X、abcde、fgcde、hijke、lamne・mne、YZopeqr`

stのUV�uがvwられます:yての��がz{'|するHIはKりませ}が、取

り����の����した>?が@�れるよ�、STする��、$%を�める���

つ*てv�します:�

多職種協働による前向きな検./

NO�アPQR�お*ては、それぞれのUV�の� から��3な$%が'され、

���のQOL,上を2�して、ST�y�で�,きな>?を@�ことが�Iです:�
アマネジメ�トの	��スq�ア	ラ��おける不�分・不¡¢な£¤�つ*ての�

¥q、UV¦Oの§囲�で©ª3な�«を@�¬ではな*こと�G$します:�

0問回数が多いケアプランについて

®{¯が�*�ア	ラ��つ*て>?を@�¬)�は、®の{¯が�*こと�°

を®±#するのではなく、���が³むpµの¶·qQOL,上�,けた®¸¹ビス
の$<を�分�a»し、���の# からよりよ*��のKりªを>?することが�

Iです:

協�内容の位置づけ

NO�アPQRでの¼��は½¾�¿ではKりませ}:¼された��をÀまw

て���へのÂÃ、)$ÄBなど、「���Ç位Éの�アマネジメ�トが�IでKる

ことをÊË�お*てÌ�します:�

継続的なモニタリング

Rでの>?�¿をÍÎ�Ïし、��のÐÑをÒÓ3�ÔÕÖリ�グすること8HI

となります:�wÙ、Úア�スメ�トq�ア	ラ�のÛÜを@った¬)など、そのÞ

のÐÑをßàし、Kらためて���の# で>?すること8vwられます:�

個別ケースの本人や家族の参加

NO�アRが>?を@��¹スは、Kくまで8そのÇáqâãがä°でKり、Çá

のå±àæq$,uをRのST�y�でç;しながらå±へのèéをと8�>?す

ることがÇáの�ê½¾�ëづく���つながることから、ëÇ3�Çáqâã�S

Tを�めることが;íです:î��ア	ラ�u�ïりðまれて*る¸¹ビス���ñ
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する��を���	は、��な����・�����	つなげるため	は、�� 

!"の$%が�'で)ること、,ア.ラ0の12は��の34が5'で)ること6を

7ま9、�� !"	:;を<めることが=まれます?なお、5'な��をABして

Eる�� !"6へのGきかけを��するKL6、�� !"の:;を<めなEMが

��な��	つながる,NスP)ること	Q4し、:;を<めるかど�かはそれぞ

れの,Nスを7ま9て判Vする5'が)ります?X
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2.2.4 多職種によるケアプランに係る�の手�について

�������よる	ア�ラ�係る��の���な�れを�します�

����よる	ア�ラ�係る��を��� たっては、&'	ア()*�を+,する

-.で って0、その2の取り5みを+,する-.で って0、78�な9:としては、�

�のよ�な�れとなります�

①=>とする?@のAB

②���DEな?@FGのHI

③���のKL�よるMN

④��のPQの助S・フィWXYZク

\]^の_`aリグ

��のd�e&'のfg�hじて、①�おける?@のABの7�elm、②�おnてHI

するFGの�oとp囲、③�rsする��et�のug、④のvwxyz&'	ア*�では

③と{|でf}~、\のxye��などを�Bします�

図 2-4 多職種によるケアプラン検�の標準的な流れ

�対象事��選定

	事�資��収集

�多職��視点�
��検討

�助����� !"#

$経過�'()*+,
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2.3 �料の確�の�点

����す��は	として�して�ます�����の��を��し、��の��と�ね

� の!"が$%できて�れ)、*+,-の./012してくださ��*+,-の6が78

の仕:の取り=みが?@できると�BメリEト0Gります�

2.3.1 利用者に�する情報

(1) 利用者基本情報�様式例�

12する:	のHIJをKLするMNとして、O、PQ、RSTU、VWU、XYZ[、

*\] がGげられます�`aMNをbみcむeのポghトはiきjしのとおりです�
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既往歴と現病名、治療を�った医療機�を確�し、疾

患の��状況を把握する。

その他の疾患の#$漏れの可(性がないか確�する。

同居家族だけではなく、支援を�っている別

居家族や影=がある?族も、�係の強弱も含

めジェノグラムから把握する。

キーパーソンの決定権や影=力の強弱につ

いて確�する。

性別、年Y、日常生活^立度の尺度などから、本人の状況をイメージする。

住居や�済状況といった環境もklなlmである。

本人の介o以外にも家族のニーズがないかt慮する。

介ovがいる場合には、心zに{担感が生じていないか、独居の場合には�

�等からの支援��守り等�が得られているかどうかなど周囲の状況にもt

慮する。

主�やl望は利用vや家族から得られたありのままの�現で具体的に#$

されているかどうか確�し、利用vや家族がサービス利用を�してどのよう

な生活を�りたいと�えているか把握する。

�歴�地域��交流
�本人�������

��
生活��������現在����
生

活����!"��把握%"&

アセスメントに¢った�£や申し¥みの�§が#

$されていることを確�する。

アセスメントの理由�初回・更新・°±対処時・区

分変更等�について具体的に#$されていること

を確�する。

�定¸査�や主治医意�書等から¼#さ

れているか、½¾分析�アセスメント�概

lと異なっていないかを確�する。

#$されたÂ価が最新の情報であるか確

�する。
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ADL,IADLの�目ごとに介�の	否を確する。また支援は具体的に�がどのよ
うに�っているかも把握する。

利用(の状態、周囲の環境の両方からアセスメントされているか確する。

疾患との因果?係もA慮し把握する。

利用が知症やG神疾患等で十分に意思伝Pができない場合、U察や家族又は?

係(からのZき取りの情報を得るなどして把握する。

`事摂取における困りごととその原因やh景を把握する。

`事に?するj度な	求、m理形態や味付けの工夫が必	等、家

族の困りごとや介�(のストレスを把握する。

必	に応じて専y家に相{したほうがが}いことを把握する。

`事時の`べ方や日ごろ`事を共にする人を把握する。

��家族、��、専y��が問��動と感じているのか把握する。

具体的な問��動がいつどのようにして�こるのかを把握する。

家族や��の対応はどのようになっているかを把握する。

家族や��の不安はどのようなものかを把握する。

主たる介�(の心�状況、ストレの程度を把握する。

介�(の介�の状況、介�技�、家事力、仕事の状況、�済力を把握

する。

介�(の��の有無���の状況、禁止されている�為�を把握する。

¥待や�済的な§�などについて問�を把握する

ターミナルケアについての§�を把握する。

排せつに?する意向や困りごと、その原因やh景を把握する。

尿漏れや失禁の´度や�こりやすい場µを把握する。

利用(及び家族が工夫していること�パットの利用など�を把握する。

排せつに?する ADL の状況を把握し、介�力等に合わせた排せつの方
法を 24時¼の時¼½で把握する。
排泄物の後始末等に?することやÃÄの着Æに?する情報を把握する。

水分摂取È、活動、内服Ì等と排泄の?係性を把握する。

介�サービスを利用する以前の生活において、利用(は地域でどのような

活動を�っていたのか確する。

以前は�っていたが現在はあきらめてしまっていることや、状態が改善さ

れればまたやってみたいと思えることがあるかなどの意向を把握する。

友人、家族の入�や入所、かわいがっていたペットの死など人¼?係等に

?する環境の変化の有無を把握する。

友人や家族、地域の方々とどのようなかかわりをæ持しているか確する。

コミュニケーションが円滑に図れない	因を機ñ的・気ô的・環境的

側µから把握する。

必	に応じて専y家の意öを÷くなどして、アセスメントに活かして

いるか確をする。�口ú機ñの問�→歯科医師、歯科�生士等�

本人が問��動を�こす時のくせや傾向を家族や支

援(から情報を得て把握する。

家族の知症についての理�度や利用(の知症に

?する病気の受容がどの程度できているか把握する。

病名や既往歴だけでなく、治療の

方�や状況、疾患の症状や痛みの

有無について把握するため、利用

(やかかりつけ医からの情報を把

握する。日々の生活状況を確し、

水分摂取È・睡眠状況・`事È等を

含め、健康管理上、必	な情報を把

握する。
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2.3.4 提供されているサービスの情報

��されて�る�	ビスの��	ビス���の��と�ア�ラ�の��の��がとれ

て�るかを!"しましょ&'

�������

���	
�������������������������� !"#$%&'

()* +,- ./0 123�45 678 9:; <=>?@AB CD守F GH�I

JK@ LMNOP QRS TUV$ WH�I

XY*Z

[ \]���

平_ ` a b�上dde�fBghi同Y&k'

lmnop 印 r���s

t@nop 印 uvn 印

平_ ` a b

lmnop

t@nop

w`ab xyz {�|�b�}

�������

~F�� �� `� r������s

o��p

{|��

����

����

����

w

�

�

f

2

3

x

y

8�xB

I���

lm��

����

短期目標は、�期目標を	成するための段

�的な目標と期�になっている。

抽�的な目標ではなく具体的な目標!定に

なっている。

ケアプランの短期目標に沿った目標!定及

び支援内容になっているか把握する。
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2.4 地域ケア個別会�における司会者の役割

���の���を	
した�への���な���を、��な���がその� !"#

�を$かして、'�な�(で、*+�,-.ができるよ2,、34な5,67な!り�で9

:し、;<=>が?@,Aたるよ2,Bし?AをCDするのがFG�ですHこのよ2なJK

をLたすため,、N,
4とPQられるのはUVのWXですH

① 事前準備

YZ[ア��G]で^_な-.ができるかど2かのaをbるのは、FG�,よるcd

efですHgでh、ciをj�てておくことが不可o,なりますH���qrの@s!

�をtuしてAる�r・wx4y�をz{した2Qで、�,sけて[ア}ラ�を-

.するため,は、どのよ2な��が34かを�bしておきますH

N,、���qrがYZ[ア��G],��してAなA(?,は、ci;��!(?,

よっては���qrとの���を�A、���qrの@�を��した-.,ならなA

よ2,、また、��が�りなAため,��,よる���なBし?A,��らなAよ2,

efすることが34ですH

② 会�の目的やルールの確��

��9�の����!9������の�� ¡が¢�ではなAことを£z,¤^す

るため,h、���の	¥を¦§しそのrらしく¨��,©きることを��するため

,、��な���,よって[ア}ラ�,係る]«を�2ことが¢�で¬ることをG]

の®,z{しますH

その2Qで、ci;��で¬る9������と��¯�が'�な°係で、���の�

��を	
した���な;<を-.できるよ2,、ル²ル�をz{しますH

③ 具体的な発%を引き出す

³,つAて-.するのかとAった«Xを£z,することがh
4ですHその2Qで、

���な;<,'しては、ciの���,°するµ�をする、���な¶·を¸して¹

ºをCす�を�234が¬りますHまた、��する���の���を»¼した2Qで、

それを½まQた¹ºをお¾Aすることh34ですH

④ 発%を共有する

¹ºの¨¿とÀÁは³かを@ しながら»¼した2Qで、ÀÁ¬るAは¨¿のなA¹

ºの(?,は、それをÂきÃすためのÄげかけを�AますHまた、Æ¼が©じるとPQ

られる¹º�,つAては、ºAÈQ!4É�を�A、���Ê�がËzな»¼のhと、

-.ができるよ2,ÌÍしますH

⑤ 発%を整理してまとめる

それぞれの���からの助º�はホÑÒトボ²Õ�,Ö»してAくととh,、それら

の°係�をPQながら、;<=>としてまとめて;¸しますH���が���,×づA

て助ºすれÙするÚど、Û分�な助º,なる可Ý�が¬りますHFG�はÞ,���が

	¥を¦§して、そのrらしA©$を¨��,ßàしてAくことができるよ2,する
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ため�はど�すれ	よ�のかと�った���かつ���な��を��ず、助�をまと

めて�くことが%&�なります(

⑥ �し合いをコントロールする

上*+と,く-.しますが、01の2�から4れな�よ��5し6�を78ト:;ル

するため�、%&�>じて@ABCDのEFGH��IJBの��が�くよ��Kげ

かける、NO�お�てQRすSきとQUられる&V�つ�てWXGYZをする、[る�

は\�を]けとめて^めるなど、_`YaBとbcd、およebcdfのGりとりGN

Oghをiながら、jklmして�く%&が[ります(
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2.5 地域ケア個別会�における事例提供者の役割

������は、	ア�ラを��した�������と、	ア�ラ�位�づけられた

!"ビスを��する��!"ビス�'(が*+されます.�����は、/0	ア1234

�お6て89な;<を=って6ます.

①事例の�明

�����は、?@とするAB�の��のD9E、FGH��IJ�KするLMをN6ま

す.LMをOじて、/0	ア1234のQR�がST���Uする	アマネジメト�つ6

て4\するための^_が�られます.

�介�支援専�員による事例概"及び居宅サービス+画書の�明./

	ア�ラを��した�������は、?@とするAB�の`abc、��のdeNfの

gh、ijのkl�mった1nop・rsopのLM、	ア�ラのIJをLMします.t

uの	アマネジメトのvれをwx�yzた上で、}がdeNfのghで、それが	ア�ラ

�どのよ��反�されて6るかをLMします.�

�介�サービス事業所からの支援方5と支援内容の�明./

��!"ビス�'(は、�������のLM��6て、�'(で��したア�スメトの

��H、?@とするAB�への��FG・��IJ�つ6てLMをN6ます.�'(の12

!"ビス���をQ�しながら、	ア�ラの���`づ6てどのよ�な��を�+した

のか、その��を��するため��'(としてどのよ�な��をN�のか�つ6て、/0	

ア1234のQR���が�O��を�てるよ��LMします.

��明における留意点./

ij��して6る��のD9EH��E、��す���をLMします.	ア�ラのI

Jだけでなく、そこ�mる¢£�つ6て¤LMがD9です.

/0	ア1234�¥¦して6る��§は、¨©�をª«¬って6るけでは®りま

せ±.より��²な助´をµるため�は、̈ ©�¶·¸¹のº»H¼½、�かれたrs

などをLMすることが89となります.

�������は�¾��の��して6る¿"ムの代Âと6�Ã�を¤Ä、�Å��

��K係して6る��§のÃÇ�つ6て¤LMしましょ�./0	ア34のÉ4�は、

��¿"ムのÊtしたº»のLM¤89です.

!"ビスのË2HÌÍ��つ6ては、「なぜその!"ビスをÐÑしたのかÒ「ÓÔはど

�6�ÕÖで×めたのかÒをしっかりとLMしましょ�.

②地域の=>の提?/

��した��をOじてØÙされたÚ3UÛの不Ýなどは、/0のghとして/0の��

ÞßHSàÞの�á�¤âãします.��をOじてØÙした/0のghが®れä/0	ア

34で�åし、Ú3UÛのæçHèé�つなげましょ�.
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③事例提供者の姿勢

���ア����は、������の�を�判する�では�りませ�� !"#$は、

%け'ではなく、���ア����を*+,-./する01を23ましょ6�

その !-おける9/$�がより<=,-できるよ6-助@をAられるD�で�り、

また !"#$F'のGHI上のD�として、*+,-助@をMめましょ6�

��Oからの助@は、今Rの�-Iけた"SとしてTU-%けVめ、F'のスXルア

Z[-つなげるきっかけと_`ましょ6�

9/$の�をaじてcdされたfghi��-不kしてlるm�Gnoの��pq

-つlて、*+,-"Sするrstuvです�
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2.6 地域ケア個別会�における専�職の役割

1

2.6.1 専�職の役割

���は、���ア
���お�ては、助��として���の��ズ��� !の"#

$を&ま(、)*�+する助�を �、.�/の01で34の"#を56することが9めら

れて�ます=

2.6.2 専�職による助�の目的と意義

���ア
��は、)*>?・ABCDEのF1を&ま(、���ア
��を��す

ること�よって「JKL�の�� !の"#の56$、MNのOP�Qき、)*をSすことT

ひ�ては「VW�の QOLのX上TをZ[して�ます=���ア
���.\な���が
^_り、��aな01�bづ�た助�を eこと�より、fg�が、)*�+する�アマネ

ジメlトの01�n�ビスのqr�^するstきをuることができます=v

���ア
���fgする���は、wx、yzwx、{|x、}~x・�Lx、��

���、�����、�����、�����・���、yz���、KL・�����$

が�(られます=これらの���は、���ア
���fgし、その����bづき、3

4qr���して助�を �ます=「VW�の QOLのX上Tと�e��のZ��Xけた>
?を��するため�、"#���"#56�Xけた>?の�り��つ�て、.�/が� し、

.¡aな01から「�£�つながる¤¥aな助�Tを eことがAJです=v

�アマネジメlト¦§¨スの©で、���ア
���おける���の助�は、�アのq

rへの きかけとなります=���の«Xを¬した上で、���の�� !の"#とその

J®を&ま(たZ�が¯°されて�るか、Z�を²³するため�´µなn�ビスが�ア¦

ラl�位¸づけられて�るかを���が¬して助�すること�より、>?¹�ム�おけ

るZ�の�´�»¼の½¬C�つなげます=v

1
この�は、���	
「������������ ����け��き!Ver.1"#を%と'()して,
ます/
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2.6.3 有効な助�のための注意点

���は、���ア
��の��を��、���の����して助�を��ますが、�

での助�は$%�&では'りませ*+�ったことのな����の����して助�する

ことを23して、45$%��づく89を�:ことが;<となります+=

���ア
���おける����よる助�のABCとして、Dのよ:な&EがFGら

れます+=

��������「
����������� ����け��き�Ver.1� P.14!

���として助�を�:J、�Kとなるのは���としてのLMNOP�なります+しか

し、���ア
���お�て助�をする上では、STUV�WするXYZ[められます+

��の]^を_`しておくことがaまし�とFGられます+_`することがbし�cd�

は、eのfg��h2してijするklZ'ります+

mnするJは、��oなpqをできるsりtZがXYできるよ:�uvすることをB3

します+���ア
��は、wxy、��z{89|}~�、��<��、���の��

��、��なW係�が��して�ます+��の�c�なって�GることをB3した上で、�

�なことは���、bし�ことZ����Gることを�がけましょ:+

また、���ア
��では、��ひとりの]��を�して�くため、�����して

��o��をしたらよ�かをnh�した助�が[められます+�����「�つ 「どこで 

「tが 「�を 「なぜ 「どのよ:� するか£をnh�したmnを¤�B3しましょ:+

¥¦oな判¨�つ�ては、©ª¥BM«のpqNかかりつけ¥のBMをh2しましょ:+

�= ¬てのfg��かりNす�uvを�がけ、��®¯は�°るsり±けて

mnする

�= �を�Gた�のか、�Cをnh�して助�する

� 助�Nmnはポ³}トをµって、¶·¸でmnする

� 助��として¹ºで'ることをB3し、»圧o�ならな�よ:�½¾する

�= ¿�かけだけでÁ了せず�、fg��ÄÅ�なるアÆÇ³スをすることを

�がける

�= ��oかつ]�可Êな助�をする

�= 4Ëの���sらず、Ì�とÍれる89pq�つ�ては、�がÌ�かを

��o��G、��fgして�る�でÎÄできるよ:½¾する
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2.6.4 有効な助�を�うための基本的な考え方と手�

ここでは、���ア	
��お�て、���として��な助�を��ための!"#な$

%&'()をご+,します/0

(1) 事例の理�と確�

はじめ、234する67を8み:み、23の;<つ�て>?します/2@236

7を8み:むB、CDされた67の�G、HIJのKつ�てLK#MNOクしましょ

�/

� 2-2 地域ケア個別会#の$料一'と確�のポイント

67 RSのポUVト

A
XYZ4する

67

XYZ!"67など、\]

する23の^_`をabす

る67

cd、e
、fghi、jkl、リ

スクの67、opqrstu、qr

lなどから、"xのyzをUメ|ジ

します/

B
ア~スメVト

67

���>��� 「���と��な�助をXYした�

�のqr��の��の「��'��

の可�e�を��し、"xのqrの

どこ��が�って、��をすると

�が��するかをRSしましょ�/

C
���|ビス

 ¡¢

���|ビス ¡¢

£¤¥�¦¤§�¨

��を©Rした上で«¬を®

し、®された¯°;«¬±iが

可�な��;<なって�るかRS

しましょ�/

«¬®は"x²³´ができ、±

iが¶·できる²のなって�るか

RSしましょ�/

D
C¸されて�る

�|ビスの67

¹º,»�|ビス2¼½の

	
�|ビス ¡¢

,»����¾がXYZとと²¿

iした���|ビス ¡¢の«¬を

±iするためのÀ_#な�助;<と

なって�るかRSしましょ�/

E そのÂ

HÃÄÅÆ¢

おÇ(ÈのÉピ|

��の�Kをまとめた²の

ËÌÍÎoをはじめ、ÏÐ;<^_

«をÑし、ÒÓÅすÔきÕÖ'

×ØのyzをÙま%て、qrÚ�と

�|ビス4するÅÆをRSしまし

ょ�/

ÄÛ#な判Ýつ�ては、HÃÄÅ

Æ¢の;<をRSしましょ�/

��������「
����������� ����け��き�Ver.1� P.15より#$%&'
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(2)  ��の明確化と背景
因の確�

��された���	
���の�から、����の��とその��が���なって"

るかを�%します)*

+,-�は、/0の1がポ34ト�なります)

����を中心とした情報の収��

①生活�為の��や、��が生活に与える影��

②本人が"#している���

③本人が望んでいる状態や状況

④本人が望んでいる支援

⑤本人と家族の3係性

⑥本人と知人、友人、9:住民等との3係性

⑦家族が"#している��や意向

A�生活の中での「出来ること」と「出来ないこと」の能力J価

①「出来ること」と「出来ないこと」の整理

②「出来ること」のうち、「していること」と「していないこと」の確"�

③「出来ること」のうち、出来る状況がQ定されていたり、V守りが必Yな

生活�為の確"�

④「出来ないこと」の工程分析をし、^立を妨げるY因の抽出

⑤「していないこと」のY因分析をし、「していない」Y因のd決方向の推測

i�「出来ない」Y因の分析

①��と背景Y因l因果3係nの包括的な理d�

②「出来ない」Y因を個人・環境のv点で整理

③「出来ない」Y因に対して、期zQ定的な支援が必Yか、継続した支援が

必YかのV極め

※

④「出来ない」Y因に3する^立支援の�点から様々なアプローチの検��

※予後予測や治療方	については医師または歯科医師に確�すること

��������「
����������� ����け��き�Ver.1� P.16!

これらのポ34ト�つ"て、不��な1が:る;<は、	
を��して"る=>?@AB

C�=>DEビス	HI�Jして、+,-なK"かけを�"ます)それ�よって、=>?@

ABC�=>DEビス	HIからN�なOPをQきSしたり、��へのよりU"VWXY

�ア[スメ4ト�おける^�な_1など�つ"てabきをcdることができます)*
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(3) 目標と支援内容の確


��、����の	
を�・��し、��の���つながる�����なって るかを

"#します&

"#の'(としては、「����の	
が,"�-.されて るか1「2ア4ラ6の��

は78�9:されて るか1「;<ビス��は��?@のため�78でDるか1がEFです&

����の	
が,"�-.できて な HI

����の	
を78�JKできるよM、アNスメ6トの'(QRS,なアNスメ

6トTUV�つ て助XするYFがDります&

2ア4ラ6の��が78�9:されて るとX[な HI

今]の^_し�`づ て、��とするbc����可eな��を9:できるよM助

XするYFがDります&また、f�でghてはまるij,なk�ではなく、mnのo

pをqま[たRS,な��を9:し、mnがr�stで ることQovをwきKす

ためのTx�つ てg助Xをすることがsまれます&

;<ビス��が��?@のため�78でDるとX[な HI

��?@�つながるRS,な����を分かりQすくz{します&
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(4) 実�につながる助	の提供

助�する��は、	
�����	
��ビス����とって、���つながるよ!"

#$で&かり�す)*で+,ることが./です0"#$�は、12の4�56しましょ!0:

分<が=>されるよ!な�ABはCけて、EFし�すく"#$な助�をIJする

ことがKめられます0:

NOの助�PQが	
��ビス���のRじ�TでUったとしてW、XYZ[�

の\]EFを^るため�、_のXYZWEFできるabでcすdeがf/です0:

�$ghから、ijklの低2�今oのg]しをgpめるだけなく、12のよ!な

r4で、"#$かつ	
��ビス���のstZができる��uvをwすことが.

/です0:

��������	
����	�����������	可����� !

���"��#$%&'(�)*	+,�� !

�-./0上234567/0上893�:���'�;<%�����3=>?"�)

*	+,�� !

xy$なz{|�}~することなく����のr4で、この���お)て"#$�

「)つ�「�が�「どこで�「�を�「ど!したらよ)か�を助�しましょ!0:

��のghから、�>の�i�を�く�り2げすぎてしま!��がUります0=ら

れた��の�で����の����4をtてた�|を�めるため�W、�らの�

�として�W��が き)と¡,られる��を¢£して助�することをiがけまし

ょ!0:

助�¤¥を¦ま,た��をするため�は、§¨が©�ª«で)ること�6¬をき

®し、¯°��係ZのEFを^ることが./です0そのため�は、³´/µのEF

�、今oの��¶�つ)ての\]EFが./となるため、それらの4�つ)てW助�

をしましょ!0:

�Tの·4から、h¸¹º��して»¼し、��I½することが./です0h¸¹

ºのb¾�つ)て¿Àして)な)���は、_のXYZ�»¼した上で、今oKめら

れるh¸¹º�つ)て助�をすることがªまし)と),ます0:

��������「
����������� ����け��き�Ver.1� P.17-18より#$%&
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2.7 職種別の助�ポイントと工夫

ここでは、���ア	
����する�な���の��
、��かけ�助�を!"

#の$%&を'(します+それぞれの��の��/0�から、���としての45�67

を8かし、9:の;<=けた?@のABをCDることをEFG�て、��かけ�助�

を!"ことがIJです+K

Lくの���がNO�して��PQすることはRSなことでTUりますが、よりL

くの����がXYり�ZをIねることより、\たな]0�さらなる QOLの=上つ
ながることがUります+K

���ア	
��abのcdとして、efの��PQできな����hして、ij

klmお�て%0�助�mをoぐcdをqることTできます+その#、PQできな

����hして、Uらかじめtuv�iwxyzが{|した�}~�助�など、�Jと

して�る&つ�てまとめ、ij�メ�トをTらっておく�でX�して�ただくと�"

ABTUります+K

また、かかりつけ��かかりつけ���の�るiwつ�ては、iwxyzは、iwの

�������A�mつ�てij{|するととT、���ア	
��で���は�

�}~を��することTIJです+K

なお、ADL�Activities of Daily Living�f��8���とは、f��8を�む上で、�:
!って�る! �wD¡、¢i、£¤、¥~、¦�、§¨m�のことを��ます+

IADL�Instrumental Activities of Daily Living�©ª/f��8���とは、f��8を«
る上で�Jな��の"¬、ADLより®で¯°な���wD¡、±�²、³´、µ¶mの
·i¸¹、º»¼½・¿À¼½m�のことを��ます+�PÁ�Â�ÃÄÅ「ÇÈ�É8

��ÊËaiÌ tuv=け©Íき�Ver.1�ÎP.17Ï�K
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2.7.1 医師

� ��が���ア	
��する��、�����を��した上で、�� な"#から&'

の)*)+、,-.の/0�1/�つ3ての助6を73ます9�

� :�;<�との>?�@はBCでDるため、FGをさら�IJさせて3く上でMCとな

るNO&P�QR�つ3て、STUVを7WことがYZです9�

�����

���	


�����	

・ ��������������������	

・ � �!"#$%&'()'	

・ *+�,-.&/0圧234��(�56789:�;

%'()'	

・ <"���=��>�?@�AB�CD*E�(	

・ FG�H��IJ�KLMN�(�OMPQ	


�����	

・ ���������

��������R%

$��STU�V�

WX?TYZ[\T]

^_`T�a�!"

b�不!"d�(	

・ ebf�ghf�ijf�kl�.&������U�m

fnop#T可r�st�uvuw��$xy$%&'(

)'n��z&{	

|}�~�

�����

����	


�����	

・ ��2��Tij �����b	

・ � �不!"��W2�em���|}�����t�

&���������	

・ |}�����R%$TO���Fn�������位

・ O����?\�����\���#�一¡#�%¢

�n���T|}�~���P£y$%&'	

・ ¤¥H�2��H��¦§&|}�¨�©	


�����	

・ �a�不!"d2ª

«¬'x&ij��

���b>	

・ ®¯°� a�±�

�R%$O���F

'x²³z&{	

´µ���

_`���

・ "f��CM¶·�B¸#2¹º»�mfn¼½z&{

・ ''tR§O�¾¿À¾Á9ÂÃ6�Ä�n判D#TÆÇ�

ÈÉ�Ê§�ËÌÍ��ÎBÏÐ2���ÑÒ�P�$

%&'()'n��z&{	

・ ¤¥H�2ÓÔH�

nÕ�$%��_`

>�R%$��z&{

実×�R�

�&²³�

ØÙ67	

・ Ú Û§-�今v�BY#�ÝÞ$²³z&{	

・ |}�����T���位n~��z&�Þ��O��

�F'x²³z&{	

・ O����?\�����\���#�一¡#�%¢

�n��#�)�-²³z&{	

・ ¤¥H�¬��ßà#�áÓ����©N�â:ãäå

Ýæ��R%$²³z&{	

・ ''tR§O�çè#$%&�W�T¾¿À¾Á9ÂÃ6

�Ä�n判D#TÆÇ�ÈÉ�Ê§$V�ËÌÍ�ÎBÏ

Ð#T���ÑÒnP%TéêO��ãë9ìíîï©N�

(n²³z&{	

・ (�ð)�mf-.�$�Tñfòó2Äô���õ

öT÷分�ùú a�ÈÉ���-.&ûF-²³z

&{	

・ OM¬�ij¬'x�üý��Ñþ���b�R%$�

�à#²³z&{	

・ � n�à#$T[g

�ij�²�9À�

���b2T¾¿À¾

Á9ÂÃ6���b�

R%$O���F'

x²³z&{	
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2.7.2 歯科医師

����が���ア
���する��は、����、����、����の��からの

助#を%&、'(の)*)+を%&ます-.

�しな&��で2、����345'(6789:;<=>?@・:;BCビス'FGH

が����へのJK'LM助#をNOとして&る��つ&て、'S�TメVトしておくZ

で[\ること2できます-.

_かかりつけ���が&る��、'(678から���[するbc�つ&てNOなdeを

fgすることがhijけられて&ます-'(の)*)+Mlmnopを'S�JKする

とと2�、���アqr
�でst*はstuvをewするよyzすことが{Oです-.

�����

���	


�����	

・ �����������	

・ ����������不� !���"#$%!��&

'!()�*+,-./�0�123456�78,��

��	

・ 9:;�<=>?@�ABCDEFG,�H>I����	

・ ����JK-�LMNO�P�!�Q!R�S;?-	

・ �TU�副W#?SX()*+,�YZ-	

・ ��8Q[�\]��X�	

・ �\^_`abc?d[A�X�	


�����	

・ �e�f8g���

h!ijk�/���

lA�X�	

・ mn�op123o

pqr����	

s��t�

+�uvw

x���	


�����	

・ ���?yzXs��YZ�{|����}#3~�

NO!���$%及�LM~��NO!�� ���

$%!D����低�,-	

・ ����低����B��/��lA�X�!@�3�

�.K�X������,-���xzX��$�3��

$�����	

・ ����低���X� !s�`t�+zX?���u

vwx��;�����	

op*+�q1�B-3456�*+�����U�副W#

���-	


�����	

・ ���?yzXs

���!M} ¡¢

=£>�¤w��Xs

��YZ	

・ ����s�?y

zXuvwx�分¦

�.iA�X�	

・ §¨M},?@[X

©/�YZ	

・ ª/�YZ	

・ «¬®¯°±��Q

��8	

²³�´ 

�µ���

・ D����低�,����� !��¶·3¸上?¸[

��oc�´ �µ�¨º¢=£>»¼½?反¿ÀlA�

X�	

・ ÁÂÃ<Ä3ÅÆ´ ?@�A!ÇÈ.iX�µ,�ÉÊ

ÀlA�X�	

・ ���?yzX´ �µ?@�A!�\d_�¤wE!

¨ºË�~�ÌÍ3Î��\�¤wE����	

・ �$�`��zX�Ï�ÐÑ3ÒÓÔÕÖ=��×Àl

A�X�	

・ �<Ä,�ØÙ3

Ú�[?yÙA!R�

S;�取8Ü�`Ý�

A�X�	

・ ���Þ不ß?yz

X´ ?Q�A!�o

c?R�S;?Î�à

á»¼?反¿ÙA�

X�	
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実����

���	


����

・ ����������
���判������ !"#$

%&'(上*+,��-./0�12�� 3456786


9:;<=�実>��;<�� ?@A�B2���;

<%&C DE*F�G
�H�IJ�

・ KL
M5NOPQR' STUV�WX(YZ����

�	PB[�

・ >\]^_`a
bE�H�/0�� cdefC�gh

����/0 ijPG2�^_`a�位lmX ��Pn

�(,
取pqr
一�$'��	��J�

・ #tuvw
fxy

_z
���P{|

'��	��J�

・ }:
~�7��

�_��^�_���


DE7���ef


�+��G��' 

�	��J�
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2.7.3 �剤師

���は、���	された�・�����する������の����じた �!"の

#$から助(を*+ます-.

�����

���	


�����	

・ ������������������� !	

・ "#�$%&$'及)*+���,	

・ �-./012345./��.	

・ 678�9 :;<�"#&*+�	

・ =>?@&A7B�$'	

・ CD/EFGHI及)JC上�LM�NO&PQRS

�T�	

・ UV/WXYZ�� 7�[\/]7/�^_.B	


�����	

・ `a/bcdef�T*+

gh	

・ ijkilmn

�

・ [67WX$'	

opqrJs�t u�v/

"#:;�wx�可@z	

{|�}�

~����

����	

・ {|��.���9 �	

・ {|8L9 �����r����7C������

9 �	

・ ��YZ 7C������{|8L9 ����

�9 �	

・ ��?@低>��?@&�?@�T��7C8F� 

����� �	

・ 7C���6�8� ���T���9 �	

・ 7C�����&238F

� ��� ��/¡¢£

¤9 �	

・ 23¥¦§分87C�F

� ���© !��9

 �	

・ EFYZ�� 7C�U$

� ª«¬ �®¯�7Cz

����分°9 �	

±²�¥¦

[\���

・ ±²�³t����/"#�]´@,�µq�¶·

¸�9 �	

・ {|�¹!º±²»�qv�¼½v7C����F

� 可@z����/LM8¾��£¸9 �	

・ WX[\¿¼½�µq�/L�d�z�µq�¶

7ÀÁ�£¸�Âp�	

・ 7C�Js¿��v23

¥¦§分�ÃÄ8¾��Å

Æp�ÇÈÉ/ÊËÁ8£

¸9 �	

実Í8¾�

� Î¸�

ÏÐmI	

・ 7C師�7ÀÁ�£¸B�ÒÓÔ���vÕ ¡¢

���ÊËÁ8£¸9 �	

・ "#�]´@,����¶上v/Ö×Õ�·¸�9

 �	

・ 7C�ØÙ~及)Ú�z

�Û分8�Ü�/LM9 �

・ 458×�¶Ú�z�Û分

8�Ü�/LM9 �	

・ 7C� ª«¬ ¿23?@8

F� ���ÝÕY�ÒÓ

Ô�Þ�9 �	

2
ア�ヒアラ�スとは、
�が�������の�����し、その����って��を けることを

$%ます(



42 

2.7.4 保健師・看�師

���・���は、	
��を�った上で����を��し、���のみならず"#の

$�%&'(し、��の)�、*+%,け./�な取り2み%つ4て67、助9して4く;

<を=って4ます@A

������

��	


�����	

・ �����������上�不������ !"�#$%�

&'"()$*+取-�.��/0!�及2��������

3��+���#	

・ 45�67�89:;<7=��>?7$@A7BC	

・ DEFGHIJ�判L�MNO	

・ �及2���PQRSTP	

・ ���UV��W係7	

・ 4Y�Z[7	

・ \]�^_`�aI�	

・ _bcd:ce$.f$gh$ijBC	


�����	

・ klmn�不[o

p�qrstTRu

QBv&�一xyv

FGz{!|}~�

"�#$��yv~

�"�#$4��不

Z[7B�NO	

�����

������

���	


�����	

・ ����z!~��"������������� ��������

�低�!m4���Y#��+���0��"�#:%�!$%

�&'v$"�C	

・ %�&'"� ����$分¡�$¢£¤�����M#$/��

��NO	

・ `b¢£¤!¥��判L�MNO$¦�}>判L���"#�M�

§	

・ �¨�$;<7©4$ª«¬mn$FG®4$¯3°±²m

n$!³B�mnvW´�67������分¡v%�&'v反

¶����#	

・ ·Pu¸��¹º¸��»¼¸�v½��%�&'v¾�M#	

・ qrs¿À$���z$UV�z$sÁ£Âr�z�ÃÄ7v½

���判L�NOv½��	

・ Å��«Æ�Ç#�

FGz{�~�7

v½����´�È

・ ¹º�m4¸�B�

<'���ÉÊ�可

Ì7!"�#�Í

Î´�È	

・ qrs¿À$���

UVÏ�Ð��$¦

�}>ÉÊ�+�可

Ì7�Ñ�È	

ÒÓ��zc

d���	


�����	

・ ¢£¤vÔÕM�Ö×�"����#	

・ ØÙ�ÚÙÒÓ�Û[�仕Ý�Þ»×vßà7��実7!=�

#	

・ `b¢£¤!¥�âã$/�¢£¤�äå�MÒÓÛ[��z

cd�"����#	

・ �¨�$;<7©4$ª«¬mn$FG®4$¯3°±²m

n$æSBm4v&�6ç7����%�&'vÞ»y"�zc

dvè-éê$�zëì�í��M#	

・ qrs¿À���Ï�上�Mîv取-ïê��ð�Mcdv½�

�	

・ ÒÓñò�Mîv~�"取-ïê�cd$Ùì�ÃÄ7v½�

�	

・ ÚÙ�óÙ�ØÙy

"ôõ�ö÷$«Æ

3ø�àùÉÊB

�¾ú�$Åû�Þ

»y"�zcd�

ÍÎ�üý´�È	
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実�����

��	
��

��

・ ��
��������������
�������	 �!�

・ "#�$%&係
()*
可,-�./0123��	�45

678954�上;<=/0><?/
7@A�BC�DE!�

・ ��F��GH�HI�JKL�MNO
PF��Q�R��

��STPFUVWXYZ
?/�GH�PF[\U]^_

`aD]b\�cd�`�?/
efgh
ijUPF�k


lmn一�efpq�r123��	�DE!�

・ ��sU"#�t

u&係C./?v

wx����yz{

|x}�123�7

@A�B�~���

�ag������7

.�� �!�
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2.7.5 理学療法士

�����は、�	
�������上がり、�位��、����の��・!"#$�、

%&の'(の)*からの助.を�0ます34

�����

���	


�����	

・ �������������������	

・ ��及!�"#$%&'()*�+,,-.

/0�123	

・ 45��67,89:;	

・ <位&>�?及@A����BCD可,FG

H�IJ�KL���7,MN�OP低R�O

STUV�平X�����YZ�[,�\]

反_���`a�'bc�d[�ef��$�

��	

・ g<可�hbih�<位jklm分o*p(

h�qr6stu�$v�実x�+,yz	

・ {V|}~<f	

・ ��������������������d

[�ef��$���	

・ ����+��+,����d[6����

�!����~������	

・ "#P���P	


�����A�p���	

・ ��� 123� 123 �¡¢���同

¤��� ¥ {�¦o�§o¨�©�

�0���ªr�P	

・ «¬'��,-&®¯�°��

±¯�:�,-�P&�²(³´

lµ(hbihB�����,-&

°�lµ(x¶同·c	

・ ��'¸!�����,-l«¬

'¹º�«¬&'()*���	

・ �����������������

���d[�ef��$���	

・ �P�7,»¼�	

・ ����+��+,����d[

6�����!����~���

���	

・ ½¾¿�"#>ÀÁÂÃ6���

Ä�Å�Æ���¤Ç'¸!ÈÉ�

ÊË�Ì0�Í�ÊË�Ì0ÎÏ	

³´�Ð�

Ñ�ÒÓ�

����	

・ ÔÕÖ��×�Ô���GH×�Ô},×�ÔØÙ×

�ÚÛ&ÜÝ¯�����ÚÛ?Ð�ÑA

(Þ	

・ ß&|}rà6|}á囲?ãä¯®(��?

åuæ±��çP�èé��?Ð�ÑA(��

¶&�ê�ë上&í�&±Aî¯®'®h�ï

¨ð?�ñ&òó¯®'®h?ôõA(Þ	

・ ï¨ð&ö÷ø|},-6��ùú?Ð�Ñ

A(Þ	

・ "�û6��&�("�üýþ&�u��$

?����¯®'®h?��±���'>Àü

ý?ôõA(Þ	

・ :�,-�P6���	,-?


���kl可�hbih?Ð�Ñ

A(Þ	

・ ��及!�����,-l«¬'

��?åuæ±��çP�èé��

?Ð�ÑA(��¶&�ê�ë上&

�±Aî¯®'®h�ï¨ð6G

H?�ñ&òó¯®'®h?ôõ

A(Þ	

・ ��6ï¨ð&ö÷ø|},-6

��ùú?Ð�ÑA(Þ	

・ |}À�&��(���¨6>À

���&�u���,-'b�


�l���'®hbih?Ð�Ñ

A(Þ	

���>À

�¼���

・ ��������./0�� �o&®¯

ÔÕÖ��×�Ô���GH×�Ô},×�ÔØÙ×

�ÚÛ!�&"#$6�不&?ôõA(Þ	

・ ������¨6��>À及!'()*+�

¼?���&��±��u,-�'>À�¼�

'()*+?ôõ�./*p(;ç?A(Þ	

・ �01ý2�C3�d[6��ef�üýl

・ ������¨6��>À及!'

()*+�¼?���&��±��

u,-�'>À�¼�'()*+?

ôõ�./*p(;ç?A(Þ	
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��������	

・ 
�������������������

�������	

実����

�� !"

#$%&	

・ '(�)**+,�-./"01�2�345

678�9:�;,�.<=����!>�

?65@A?�B�C.� !���	

・ D26EF"GH"I�JKL3MNO�

PQRST"UVOWX� !���	

・ YZ[\]"^_�`3PQRST"ab

�cd�"�3eRfghcd�"�3i"

Wj�klh !���	

・ 2位nop45��q��C.�rs+� !

���	

・ tuv3wxpw5t v�D2�����

������3yz{��|}�� !���	

・ 
�6~����Z�����+����

�3D2+���hg}�C.��6+,�3


�no�����C.�rs+� !���	

・ '(";�`���"D26EF

"GH"I�JKL3MNO�P

QRST"UVOWX� !�

��	

・ D分gg}�C.��6+,�3


�no�����C.�rs+� 

!���	
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2.7.6 作業療法士

�����は、�	
��������・����、����
������への 

!・"#��の$%&'から*+・,-・./の01の23から4�567上の助:を5<

ます?@

������

��	


�����	

・ ������������������ �!

��"#$��%&'(�)*+��,-./�

����0+今2%3456#可8(-9#�

�%今2$��-:;<=#��>	

・ �?@ABCD�E,	

・ FG+HIJ# KLM@NKLM ��O�%��@34

-P���IJ# KLM@NKLM ��O	

・ QR��O�S�TUVW�XYZ[�\]%^

_`a>	

・ bcUd%ef��g�-hi	


�����	

・ XYZ[�^_`a�jk�

�O	

・ lmno�p`-�JqWr

�st u%KLM@NKLM ��O

・ lmnojk�v��wx	

・ TUy@Qz{i���	

・ p`|�O}�� %lmno

�~��位��-一���IJ

#��>}���#	

�����

�����

���	


�����	

・ 今2$��+H#%�#�H KLM@NKLM	

・ +H�J KLM@NKLM �%今2$+H�J��%Z�

�可8(-9#������Z�++H#��%

X��@^_`ai�jk++H#��%Qz�

34++H#��>	

・ Qz�34|���{�34+H#�囲���

�	

・ p`|�TU8{���@Z�-+H#34-9

#�	

・ �?��-9#��%TU�0�"��� }¡

¢IJ#�	


�����	

・ KLM �£+H#¤d¥���£ 

IJ#¤d¥���	

・ NKLM ��O	

・ +H�Jd¥�£�¦¤+H�J

�����<=IJ#�	

・ Q��¥§¨Ei�分ª-�

<=IJ#�}��	

・ ^_`a�XYZ[i���«¬+%TU'

����Z�-可8�}���#®	

¯°�34±

²���	


�����	

・ ¯°-��³8�´�#�¯�µ�IJ�J�	

・ p`|����¶·�¯°-¸¹<=IJ#�

�Z�+H#可8(-9#-%F����¯°�

��IJ�J�>	

・ £Ud¤@£º»¤5�¯°-¼½<=%¸¹<=I

J#�	


�����	

・ ¾¿34�ÀÁ�¿��TU

4Âlmno�p`�O��l

mno±²%p`|�´/h

u%�k�"#ÃÄ�0>	

・ lmnop`-¯Å���IJ

�J�	

・ KLM@NKLM �Z��g�-�I

J#�	

・ ¥§¨E}ÆÇ �aÈÅ�

34±²���IJ#�	

・ ¥§¨Ei�分ª}�� %aÈÅ�ÉÂa�

U`�ÊËÌ%Í取h�¨ÏuÐi}ÂÑ�#	
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実�����
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・ QR#L%STU<V-W�#XY
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c_cd<3�

0eEfgh��	��7�
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i�!"#jkI友9#mnE
�係[


p6&�qrIs&tu����evA�w��

/��	��7�

・ �����BCx
GHy

z#{|}~�������/

�0<123#�	��7�

・ L%z�<�r��#��z�

����
0#BCx�KS

6>�/L%&�
iz��

�#�分b�z��可�0<1

23#�	��7�

・ BCx
��ST#L%ST

<123#GHyz
�w�H

�4�������ST0�	

��7�

・ mnE/A������+��3

��!#��
%CU��3�

�	��7�
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2.7.7 ��聴�士

�����は、�	
ミ���シ����す�・����く�・����み�み�	�

 を"#る%&	'し、各*+の-./01、23の45の67からの助�を;<ます>?

������

��	


�����	

・ �������������	

・ ������������ !"#$%&�

�'()	

・ *+,-./012&�3�45�����6

7�89�:;�$%	

・ �<	


�����	

・ �<	

・ =>?@�AB CDE�FGH

IJ K#L	

・ *+,-./012&�3&45��

���67�89�:;�$%	

MN�O�

P�QRSG

���	


�����	

・ TUVW��H低WYED#Z[&\V]^

_�`abcde	

・ fg?Uhijk�lmHnoED#L	

・ *+,-./012�<� !DE&pq�可

�]sK#�L	

・ @t�uv��.w !DE&xy��z{

�<H|}�pqno#~�EsK#�L	


�����	

・ z{uv�/�aH�S�?�E

D#QRG�	

・ @t��<���;�	

・ TUVW��H低WYED#Z

[&fg?Uhijk�lmHn

oED#L	

���uv�

����	


�����	

・ ��' ��z{H��no#���?�E

D#L	

・ *+,-./012�<�TUVW���低W

 lYE&|}�pqH~�E������

uv�� ?�ED#L	


�����	

・ z{uv�/�a�xy�'��

�'?uv��������;�

����Yc��E�	

・ z{uv�/�a ¡�MN�¢

£¤ CDE¥¦YED#L	

・ z{uv�/�a§了�©ª/«

c}�ED#L	

実 C?H

#®��¯©

2°	

・ ±²��c{LY&���c³´µ#��¶

 &·¸ ¶¹ºY���'?®£¤c®

�µ#»�U�®�£¤?I�	

・ 6¼?*+,-./012£¤��½���£

¤c®�µ#»	

・ ¾ {y可�?©2¿À/ÁÂ�

/�a��ÃÄÅÆ�{y CD

E®�µ#»	

・ Ç�cuvµ#�����'?u

v£¤c®�µ#»�±²���{

yc��E�	
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2.7.8 管理栄�士・栄�士

�����・���は、	
��を�む上で不可�な���つ�て、���取���� 

と�った$%から、助)を*�ます-.

�����

���	


�����	

・ ������取�����������������

 ��!���"#$�%&$�'(�)*+,-.�

�	

・ /0�/0$�/0123	

・ ���45�678�9��:;<�実>?	

・ @A�BCD�E-FG����HIJK�LMN

係�PQRST?ULMVWX�ST?�NYZ�[\

������45��	

・ �]�9^_`�ab:;<cRQd�ef�:;<

�実>?及hij	

・ ���取���k分�取��	

・ mnopU��qNrcR�spDX�tu	

・ vw�LM��xyz{|qNcR}~_UP���

��X	


�����	

・ ���取���一��xy

��-*	

・ ��z����x��U�

��z��������X

・ �]�9^_`�:;<e

fU���B�N���X�

:;<�実>?�:;<�

ij����U��DX�6

78��	

・ �����H���� ¡

Z	

・ #�	

・ ����¢���	

・ £師��r¥��	

¦§�¨�

2�©ª«

¬���	


�����	

・ #��0jz�� �低¯q� ¡R«¬�tu�

�!�tu�{|� �°G±�tu	

・ ���取���²³´R«¬��qNYRE-FG

�µ¶�ij�[\�«¬�tu	
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・ {|� �°G±²ÎÏcRp/� ÌÍz·¸µ

¶q Èb;RÉ	
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・ '(�02ÙÚq� ¡RÛÜ*ÝÞRÉ	
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・ {|ÎÏ�Qdq取Zß
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・ ���取���²çc·¸²èécRê	 ・ ëspzJKì5��í	
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2.7.9 歯科�生士

�����は、�	��
��の���を��する��からの助�を��ます !

�����

���	


�����	

・ �������������������������

�� !"#$%&�'()*�+係�-.�'(/0�

!1)*�23)*&	

・ 45�67�859:;�<=	

・ >?@ABCDEFGHI�J!1�K'(/0	

・ ?LMNO�3�M'(P+QRSTMUV	

・ 3�2取XY�Z'[\Z'�]^2取[3�_`&ab

XY�cd�efg&	

・ '(XhPijk3lhmiRn�!1)*Pijk3

lhmiRn	

・ opqrs�tuvwm�xyM�z位m�|}�~�

"&M'(rs�_`�XY	

・ nn���5���<=�����������<=

����b���x�����R�;��x���&	

・ '(rs������_�^�NO+係P�����n	


�����	

・ ���[����[N� ¡P

'(�¢£�¤¥�¦

§����n	
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・ ½¾¿À�����ÁA°ÂÃÄ�ÅÆ�Ç°ÈÄÉÄ��

���%&nÊËR'()*Ì�¤¥�ÍÎÏ�ÐÑÐÒ

�z�R�ÓÔ� !"#$�'(/0�5Õ�%&Ö	

・ ×Ø)*�¶£P'(�¢£�¤¥Ï����nÍÎ

QR�5��Ë�ÙÚ��kÚPÛÜÝ��µÞßàP�

R%&Ö	

・ cd�áâMab2取%�½¾P+QR¢£�:;M
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æçæPË�kÚè分�êëQR�Ùæ;ì5���k

Ú�í3�m²cdmiR%&Ö	

・ '(î×���ïðnÊ5�¿ÀM'(ñòPóRDE

C%�ôwj����n�今Ñ�ÐÒö÷ÚÍÎQRÖ	

・ '(øù�ú§Rû�mab2取Pü���ý���¾c

)*�T上Ì����R可*"���QRÖ	
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òPóRDEC%��á

P���j��Rn	
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2.7.10 介�・福祉専�職

��・�����	����
、���
、��ビス�������は、������

�する��!�"#、$%�&づ(て助+を-(ます/

	介�・福祉専�職に共�する�点��

�����
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��)*���+%,-�./0
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�A,VWN�;��\TVW�H�AB8%C	

・ ��\T�Y AB8%;G¡b�C[?�@��¢f£¤¥

¦§�¨z�©ª«¬�O��AB8%C	

・ ����OOP%M��OP08M��OP%N3yB808M

��3[08M�O実®N¯A°0yB8%M�kXC�©ª«¬

��_O?�@����AB8%C�	

・ ±²3���³´�¢f£¤Y ��µnOPB8%C	
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��、�����	
��は�アマネジメ�トの
��として、����位の !�	�

"けた�アマネジメ�ト%&'ス�つ*て+,し、助.を0*ます3

�主任介�支援専	員��

������

��	


�����	

・ ������������������ !"#$%&'()

・ *+,及./0�12345� 67�!"68�9:;<

=>?@(�)	

・ *+,及./0�AB#8�9:�C�)��#&'?@()

・ *+,及./0�DE!"FGH��I係K	
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・ rstu��3vw'TU#������\];xy@?z分
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・ *+,�����/0���N1�C��_?@()	

・ ���5�����d;I=(�n�d����C��&'?@
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・ DE!"FGH� �¡�Z[�_?5¢d£¤ngh5¥¦

§¨5�©ª«5¬®不¬�分°5M±����	
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・ ÐÑÆÇ�ÒÑÆÇ#ÓÔ_実Ö可L�!"���?@()	

・ ÆÇÏ4NÑ×5ØdÙ�k¶6ÚÛ�Ü_�#�Ý�FGÞ

�ºß_?34_ �)	

・ ØdÙ��à´�áâØdÙ�ãäå#�����;æ�?ç

èm>?@(é����_?@()	

・ ØdÙ��êë;l@?�;ì不í��@!"�_?Ý�F

GÞ�1îC���?ïðm>?@(�)	


�����	

・ ñò�ØdÙ�;Ä

@?���#<�=

> )	
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?óZ不可ô�Ød

Ù����?@(�)

・ ØdÙ�õö,Áß

;l@?Ý�FGÞ

��ºß#<=> 

�)

3
���が��と�じて�る�ズをフ�ルト�ズ、�助��より判�される�ズをノ�マ!ィブ

�ズ、���が$%���として�る�ズをリアル�ズと)*ます-
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3. 事例紹介

3.1 事例の概�

����の���ア
ラ�つ�ては、���の����・������ !"#の$%

&�'の()から、,-.が01し、345じて789を;して�くことが?@とABら

れますF����の����GHIJ&�助LMNOPQビスを�ア
ラ�位UづけるY

Zは、GH��[\]は,-.�ア
ラ�を^けることとなりますF,-.では、 !

�アbcde'より、^けgられた�ア
ラ�係るejをk�ますF

lmでは、J&�助の����の�����のnつのopつ�て、opのq4��rs

よる�ア
ラ�係るejのtu、vwしたrs、01�助xのyzを{Gし、そのポ~

�トを��しますF

�事例一�	
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R ����
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3.2 事例紹介

(1) 事例�

一人暮���認知	高齢者�意��大����生�支������中心�生��� �立"#�$%��
意&'下�改*�+,過.�確認012事45

＜利用者�基本情報＞
事4�675 78 歳 女性5 7介>２

障害高齢者�日C生�自立度F2�認知	日C生�自立度HI5
現KLMNOPQRS�T認知	�糖VK�高血X	Y5
Z[LM心不全�心^細動
家bM夫d 2 年前�死hY半年前jkl� 1度�一人n%他府県r�来tY5
67M3 年.前r�物忘x%yz�{行Y半年前}�~r���出��件0近�����
�O�始��内��通院%一人001$�$�"~2����事�水分�取��不良
�"体調不良%�1�n��得 x�新規£¤Y本人d�¦家b�思~出%2� ¨
©ª�"~,«%家0¬�過®�2~¯�~°意�%±k�¦日z�生��支��"²
�~¯�³O´�µ用�·¸Y支��方�性��"�健康¼理面�¿題�生�支��
中心�生��� �立"#Á��r�支��開始�2Y血X�血糖値��安定�"1
2���±k�意&�'下%Æ1"~2®本人r�¦n�Ç1$ÈÉ��作�"±Ë2~¯
��ÌÍ�³O´��出Î°��$%�°ª�~r$~姿�確認Á,中�生��助中心�
Ñ�Òr�自立支�T�Ñ�Ò変更Õ�見#��×Ø"~,過.�±�2Y

�����µ
用状況

生��助 52 ÜÝ月
主$内à（主治ã�家b�本人�調ä後�担当者会議�経2展開ì5
朝M内�î�一包化�朝�ª��,j°調ä後��î�ñ��ò�óÒôõN�朝��

ö÷�Y1 日�必7$水分�ù��O�ú置Y��出��Y5
昼M昼��ý��調理�他�þ��買~物�������分���支��l�中0

調ä�ì5
乗降介助 1ÜÝ月5 5 t問	>5 ４ÜÝ月

＜�����係�議論�自立支援�重度化防止�視点"#�多職種�'�検討＞
会議�形式 地�õN��会議
確認�25
資�5

���R�����¿題ä理総�表�第１表�第２表�第３表�第４表�第�表
�î�情報�

参加�25
職"5

ã#�î剤#�栄養士�保健#�理学*法士�作業*法士�介>-.士�主任介>
支�0門2�5

#近�状況確認M介>支�0門2r��報告
����導入jk３6月経7�健康¿題�8~"d�改* x安定Y最近0d�混;�2���不安
$気=7�支�者�>Ø"�x,Y5
半月前r��³O´�%t問Á,��ÌÍ�~xj°��$%�¦�器%@��±,�rA@°��"BC
�DrÁ�rA¯�混; x,場面%F数Ü出現Y5
#近0d�¦n�Ç1$ÈÉ��作k2~¯$@�得意H�2調理Õ�I心�表出Y5
³O´��限�x2�動時間�中0�@�j°$支�%01,r�主治ã�始��I係機I�者�本
人及P家b�検討�"~,最中0±k�特�T境ä備�面0�W体案�8~"思~Y¨0~,Y
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�門職���確認	助��内�
＜助��������

体調�理	意���上���支!当初$%心身�状)*安定-./0123確認4�
56�78�9:;3作%=/>気@A3BC-�DE3/F02/G行為過K3L��M多職OP自
立支!SC度化V止M�X=Y体的��[;\]^_0$G助�3行`=4�
話-合/�結d�e器3見h	i/場所Mlmn�o境3qh022rM�担当�tuv;]何3i0
��3共y-=GhP�z{*9:;3一}M作`.~012M�`=4�

医
師

心身共M状)]安定-.1�F./0�象3受Xz-=]�新-/12M挑戦-./m12*心
的��:�3�X012Mr��]0=_���点M�/.主治�*��$GM�h./zi��
�主治�*�分安定-./02話�F./z-=4（事�提�者��

薬
剤
師

内�的��r�0=_確認-.l8=/�Pi]�処方�F./0�M変更*�%z¢£
���変更*�%z¢£（事�提�者��

栄
養
士

6�£]78�9:;3作%=/2�12Pi]�朝�tuv;]e¥39¦�-.l/.�§¨
©2ª«M¬¦v;M入F.置8�§9:;用野±�¨肉³´]用野±�©µ¶·用野±
���O分X-.l8�l昼M入0tuv;]¹ºX3行/�]��献立3共M選定-�]
��作業3支!i012]P802思/zi4�

作
業

療
法
士

Y体的�作業工K3支!者P共yP80工夫]P8zi���
e器棚�中M使用i0e器]入`./012�認識]@.�/�象��P�Å;Æ付8�È
;�M$m使Ge器3入F.目視P80o境3q備i02/G�*/�]Pi���

保
健
師

支!MÌÍ`./0Î数�tuv;]Y体的�Ð取%S手ª3統一S共y-�同³Õ��P
Ö_./X0$GM工夫i0�r必ØP-ÙG4�

理
学

療
法
士

調理3=Ú�¹3�XÛ行-./m�3見守0ÚXP�m���Ý理Mz�Í0思/出話��3
引8出-�]��行h02��Màá法�$GM良/äå2�0�r-Fz¢£4� �

介
護

福
祉
士

調理ÚXMæ02�F]ç本人�負担2�0場合r�%zi�P�1 ì間�GA�調理以外P
r�何�ç一}MP8012]�0��n�ð;ñ�担当者会議P話-合`.~0�r一�P
iô4�

主
任
介
護
支

援
専
門
員

6�£]�hõ�ìM 1 度�実家Mø�F=際Mlú�£2一}M買/物M出�X�本人]
�;v;Pe¥3手M取%�ý入i02/G$G�支!*�GP-ÙG���

＜事例�����＞
一人暮�-�認知��方3支!i0場合�実際M時間3�X�]�5P8012>5-./012>]�M
��5工夫]�FõP8�G�12>��3q理-./m�M一定�時間]必ØPi4�
上�]��M��F./0�3確認-�]��本来自分P	%=/�M途中P混
-.中断-.-zG
	0¢������3-`�%2受X止_�]����$G�工夫]�Fõ�X落A.-zG21�3��
12]P80��Y体的�場面3á定-�]�多職OP-`�%2確認S検討S助�P8./0点*��
��Pi4�
地�2��]%	��Å�;�uð�;�支!��広]%nMr視野3広_0$G�助�r行ÍF./z
-=4�
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(2) 事例 2 

��������守
��人生�全�������思���一人暮�������� �事"#

＜利用者の基本情報＞
��の�� 90 歳 男性� �介３

障害高��の日�生�自立度��� 認知�自立度 !�
"#$%&'()*折・出血性/01・23大動67・大8*93*折
:;%子=は?な?ABCD実FがHIで?るが、高�でMNり、P接的な支

TはUV?A�
$%&２XのアZ[トを経営Vて?たが、b2defg*折h、ij機lのmn

なopがNり、q内はsって、屋外はw?xの生�となるAこのよ|な状
~で、経営�U、��D�るA今e 4�、�を自�で��り、�のh��A
「この�で、アZ[ト経営をVて一��げた?と��ってきたA自分DM
��がNるA�hまでここD�た?�との本人の強?�?を�けて、本人
の状~を¡認Vながら、リ¤クを¤¦§¨間Dてª«、本人DM理解を®
られるよ|D、?°?°な場²での自³決定を支TVて?るAアZ[ト自
jが�域から外れて?るので¸立状~A�域、¹;のº»¨¼[マル支T
は多くはÁめな?A

Ã[Ä¤の
Å用状況

生�T助� É１ËÌ��
Í節間のÏ度Ð節MUVく、Ñ中�、Ó水、ÕÖで、朝ヘルZ[が入るとぐっ
たりÛれて?ることM度ÜNるため、�Ý介助Þ内ßàがáàÛれたときはß
àのâVÞ¡認A買?物、朝åæのÐ理、ç§èィ»グ、ë 2Ëìí、îïð
ñ境óô、ゴö出Vðの介助A�

＜������係	議論�自立支援�重度化防止�視点���多職種��	検討＞
会議の形ú �域ûアüý会議
¡認Vた
þ��

・¨�º¤シ[ト ・����分�	�
・第１	、第２	、第３	�
・Ã[Ä¤�当�会議þ�� ・Ã[Ä¤=票

参加Vた
���

��、��、à剤�、理学�法�、作��法�、���、介���、介
支T�門!、主任介�門!�

'近�状況確認&介.支01門34��報告
78��9入����;本人�体調確認9�?���@#
一日���B8的D水分量H確認H�?�不J時LMNJOP�DQR�S工夫9�?�P�VD
W�一時期PW体調H改Z����@#
本人�思�L理解����9�支給限度額a�b��件S;本人�意e�実際�生h��ijklH
mW���先��oo��生h������pq�4�不安V感t���@
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＜事例のポイント＞
1 人暮ら�で�ること、���域の支�が現��では���こと�含め、現�の !機
#では$%&�'()のリ+ク�高�状/で0が、生2支�が入ることで、リ+クを5
6ができて�ると9:られま0=本人の「この�で@Aまで暮ら�た�Cと�D自F実現
を目I0ためJ�、現プラMの日O生2全Qへの支�は必Tで0=U
本人のV�と実Wの生2とのギYZプ�9[�、今A�本人の]^を大`J�ながら、
この�で生きb�たと�D達deが少�で��られるよDなhりのjkがlTで0=U
主no、介q支�r門t、u問介qwx所、通所リ{|リ}~シ�Mwx所間Jて本人の
状/を���ま0=!��理、���全の生2、役�と�てできることを��0ことを]
��、自F実現を目I�た支�を�って�くことがlTで0=

r門�からの�認�助�の内�U
＜助�のポ�Mト�U

本人が自立支�J�:て、できること�でき�Dなことがな�かを�認=U
 境¢�（電子¦Mジの設©・«め¬�おJぎり)、¯°�0�¯w形/の方法)Jつ�
て助�=U
本人の]^と実Wの生2とのギYZプをどのよDJ解決�て�けるか�認・助�=U
本人が¹º�た人生が»れるよDどのよDな支�が¼らJ9:られるかを検¾・助�)

医
師

¿中Á�Â水、'(JよりÄ折)のリ+ク�多く�り、今A一人で過ご0こと�
��くなる=�こをÊ:てr門�と�てどDhËるのかが今AのÌÍなのかな=
主noへ相Ï�て�きながら、見Ñめて�くÒDが��ね=U

薬
剤
師

O時ÕÖが�るËけではな�よDで0ね=ヘルÙ~¼ÚのÛかけでÜ生剤などの
大wなÖがÞめて�るよDで0ので、��、今AÕÖが��けれß、Ö剤àがu
問�本人へのá明�、Þã�0く0るäå�できるとV�ま0=

栄
養
士

通所の¯wはæç��と�Ëれて�るよDで0ので、¯wèé量が�定�、!�
がìíできるよD、通所のîïð¼Úから、ヘルÙ~¼Úへ�理法�îï&の助
�ができると��で0ね=

理
学

療
法
士

»ñ時はòZóからôhまでõって移動¼れて�るよDで0が、ø�ùでの移動
は���で�ょDか=�全性から9:るとõって移動は�実だとV�ま0が、ò
ZóJõ�上がることがþ�ではな�よDな気が�ま0=

作
業

療
法
士

¦Mジを扱D)、�か�動作がどれくら�できるのかを���ながら、本人の]
�J	げることができるよDな作x�法�9:て�ただくと��かとV�ま0=

看
護
師

通所時J、¯Aの�き�、��で��機#^上のための��リ{|リ}~シ�
M�jk¼れて�ま0=!l�定��J 15は¼れて�るので、kけてお���
ま0=

介
護

福
祉
士

u問時、ご本人が実W¼れて�ることを�認�ながら、出来ることは、����
りま0が、少�で�kけて�けま0よDJ、見守りを¼れるの���とV�ま0=
!�不�時�介q支�r門t¼Úへの��!��éられて�るので、 ぐJ対処
¼れ、入院)Jは%って�な�とV�ま0=

主
任
介
護
支
援

専
門
員

生20る上でlTなことは、�理を�て�らD、¯wが¯°られる、!��理が
出来る、動きが�くなると�Dだけではなく、本人が「この�で@Aまで暮ら�
た�Cと�DV�をí&ながら、どÚな暮ら�を'�て�るのかをÊ:られると
��のかなとV�ま0=()の*+!験を�てこられた本人-で0=モ/ò~シ
�MJ	がり、本人の力となり、出来ること��:てくると��で0ね=
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(3) 事例 3 

一人暮���高次	機能障害����生�支������中心�生�����作�!"�#自分自身�
'('()!"��*�"'+!"�確認�*.事01
＜利用者�基本情報＞
事02341 54 歳 男性1 4介; 1

障害高齢者2日@生�自立度 C１#認知F日@生�自立度Ga
現JKL高次	機能障害#空間認知障害#OP障害#QR障害

STKLU和 63 年（29 歳]	出血
平成b年（30 歳]d度	出血�e!�d手gh1

家jL3人kl2mn子hp親rs��他uhv親"w23人暮��h一x上2kr結
{�他県�}住hk2�"本人"2折�合'�悪�#k"r����流�)'h4
介;状��n.v親��;�2w"介;��'.�#平成 18 年�w�����
)�#�2後v親�平成 28 年���)�独�")�h1

34L大学�業後#大手建設会社��職h設計2¢事���'.� 29 歳�	出血#
30 歳�d度2	出血�£¤..¥#¦職h同業¨�d�職s��上©"+��'
ª«¦職s�h�;��n.w2支����#障�'者¬�����®用�)�
�生�h設計°係2¢事��.'"'+�²意´r���#OP障害)µª�精
·的�不安定)状��¼*#作業所�¾¿!"��n.h精·的�不安定)時2
支����'.w���)n���n.!"#v親2認知FÁ身体機能2Ã下�Å
�突発的)�*È"�自分�受Ê止¥�¤«落Í着ª)'状��¼*#ÏÐ�Q
R障害�悪化��'n.h介;��*)'!"���#v親rÒ設Ó入所�#�2
後��)n.h一人暮���)n.!"�#Õ��日@生�上2ÕÕ')選×Ø�自
分�Ù断s�!"�不安感�強�n�*.!"���#支��開始s�!"")n.h
AàL r自立��'��22高次	機能障害���#日@生�全般�äªÊÁ助
æ#一部介助�必4��n..¥#生��助中心2����®用")n.h1

����2®
用状況

生��助 31 êë月
主)内ï1 買'物#調理#ôõ#ö÷1

ø問�;1 ú１ê1 1 1 1 1�²û¼支� Bý事業所1 ú２ê1

＜�����係�議論�自立支援�重度化防止�視点"#�多職種�'�検討＞
会議2形式1 �����指導研修事業（地�����会議]1
確認�.1
資�1

����������������支�����主治�意見書�第１表#第２表#第３表
�����担当者会議資������提%票����助計画

参加�.1
職¨1

�;�#理学*法士#作業*法士#æ語聴/士#主任介;支�1門3#基5相談
��8�（障害者¬9]#保険者<1

=近2状況確認L介;支�1門3ª�2報告
����導入当初ª��B��時間�経過�#生��2�22����作�!"��*�'�h1
�"�"v親Áw�家事�担n�'.!"���#Án.!"�)'!"�多ªn..¥#�����F存的
)HI�出�*�'�h1
�²�.'"'+意´r��#�¤�作業所Ó通所s�KLM��N��O)�n�'�h1
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�門職���確認	助��内�
＜助��������

高次機能障害�特性��理解	工夫"#$%&助�'()�
*+,-$.$/意1��&2�-3"今�生67何9必;<��=本人.一A"B理'()�
IAEL �GH=IJ.細�L行/N.7&何9出来%&QN9R手<��確認'()�
基U相談支YZ�[\（障害者_`ab.Icd,&本人"理解,	'$方法=検討'()�

医
師
（
主
治

医
意
見
書
）

高次i機能障害&空間認知障害&m半側空間p視&rs障害tu)�
不安感9強L不z){z障害"|(昼~�転���)�

主
任
介
護
支
援

専
門
員

7�<$生6行為=��'(��"<J%$����)本人�不安感�Q�|/<時"強�(
�7,�/�)本人�今�状�.�u�.=��"B理&分析,%$��,�/)�
2�/�7支Y�\�全体.,%�支Y方�=共�,&生6a題"優先¢位=#�&解決
"��-¥体的<目標=提案,%$L|/",%L�«$)�

言
語
聴
覚
士

高次i機能障害.$J%I¬人差9tuQ�|/<障害9出%$(��&主治°"確認,%
$(7,�/�)視野�²«Itu�'9m半側空間p視9tu&安全確認9不³分<N.I
tu�')家事行為��7<L&作業所¹�通所I含3外出時"½意'¾�N.Itu�')�
�-地À的rs障害��場所�理解9Â,$N.I不安感=強3(原因�Å.#.Æ��Ç
�')È\ÉÊ"Ë存,9Í<点�&人"頼(N.97�(.$/強Ð7t(.IÆ��Ç�')
本人�不安感9Ñ減7�(|/<ÓÔÕÖ×\ØÙ�&cÚ方法�検討97�(.良$�7�
<$7,�/�)�

看
護
師

生69不規則"<(N.��7<L&体調�悪«I精á的<不安�引�金"<u	'$7')
�Í�.äå'(N.IIÍæ�大è7'9生62�I�"éê�=#�(N.7体調I安定,
	'L<u�')規則正,$生6=送Ç(N.9基本7')�

基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

本人�不安"思J%$(N.=,J�u.聞$-/�7ð2Ç7t<-�Q/,-$.思J%$�'
�ñ.問$��(��7I&自分7自分�気õÍ9B理«Ç落Í着$%��')本人�高次
i機能障害�ø状9&日ú生6�Q�場面7表Ç%�%$(��=細�L知(N.7&不安
"<�<$-3�支Y9本人�自立"þ�-支Y"#<9J%L(�7�<$7,�/�)54
歳.�$N.Itu&日ú生67�行為�中7�����7�(N.9多$��.思$�')�

保
険
者

日ú生6=支�(N.��;性�理解7��'9&本人�自立"��-支YI忘Ç�"働
���(|/",%$L�«$)�

＜事例�����＞
一人暮�,�方=支Y'(場合&実際"時間=��<9�ð7�(N.ñð,%$(N.ñ9<"�&工夫
9tÇ�ð7�2/<N.ñ<Q=B理,%$L�"一定�時間9必;7')N�事�7�&NÇ�7��
u=��,<9�&地À的障害��出現��p<Q&高次機能障害�特性�理解�共�"�3%$
(.NæI����7')�
54 歳.$/�$年齢IÆ�,&障害部局.�cd�I意識,&多職�7,J�u.確認�検討�助�
=行/N.I大è7')�



64 

(4) 事例 4 

一人暮���糖�	
悪化���中�本人
��生�������事��

＜利用者�基本情報＞
事����� 67 歳 男性� �介% 3

障害高齢者�日-生�自立度1認知4日-生�自立度5�
現	789出血1高血<1糖�	1糖�	性=>4�

?@7820代� 9出血�DEFGH受J1高血<1糖�	�J断
40代� M度9出血

家O83 人PQ�RE子T高校V業後1両親
[\]^1_`^�Pabcd生�T長
Pf 60 代�他hT次Pf近県H�����
l信不通TpFH身r^f�]�T

��8両親
	気�[\]^1_`^�Pabcd暮�tTuv業�生計�`一人
暮�����`Txy
zD�1行D|G�x}屋
�^1��良��人�店主

�`T20 代後半�9出血����``���機�H受JT高血<a糖�	a
��d`
1治�����T��後 40 代�M度9出血����入院T以降1�
���a]^生�保%a]�T長P1次Pab�流]\l信不通T長P
�¡�
[\]E`時H£¤
�E`¥度T¦��§F�家Oa��流b]\1	気H]E
b頼d�親Ob�]��ab�EF自暴自ª]発�b多�TzDE`xyb�
D]\]^®¯°]Eb��±a�°T®入院t��f²±a�°�aGf明確]意思
�示t
1気H入�]��a
��a大¹�出tT��`�自立HºG`支¼a�°
½^1本人
気H入�½°]支¼�方法a]E�ÀE��T現Á1Â�H糖�	

悪化1視力Å下
Ç行���T�

ÈÉÊË�Ì
用状況

生�¼助 58 ÓÔ月
主]内×� 買�物1調理1ÜÝ1Þß�

à問â%� � ã２Ó� � � � �
通所介%� � ã１Ó

＜�����係�議論�自立支援�重度化防止�視点"#�多職種�'�検討＞
会議�形式� ëìíîï指導研修事業（地öëì÷c会議ø�
確認�`�
資ú�

ûüýþË�É�û�ì�Ë�ï�支¼�É�û主治�意見書û第１表1第２表1第３表
ûÈÉÊË担当者会議資úûÈÉÊË提�票û÷c¼助計画

参加�`�
職��

â%�1理学�法士1作業�法士1�語聴�士1主任介%支¼�門�1基!相談
�ï$É（障害者%&'ø1保険者)�

*近�状況確認8介%支¼�門�F��報告
受J�介%ÈÉÊË�気H入�]��a
��a大¹�-.E`^t����E��T�
本人
�Ep���aG�結0的H支¼t�状況H]E2^1正*145���T�
6d`7内��d81À�D��a
��f�a思°
1自分��§°a�°行動H;��1動機<G

���a感>��T�
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�門職���確認	助��内�
＜助��������

�����生�����������先 !�"#$生��送&'()思+,(-�� 支/者�中�心�
許4 会話�7-人9($(�:$! ;<�=��>?@�変B-支/�C&方�E�-"#$助�F
本人�4H�理解�深L-�)� 生��対N-意P�Q$R-�)9�7-"# 現状確認N-中�
見出4,(W�)9�7$(�X 気Z79生��-"#$助�F

医
師

糖\]�^N-治`状況�Q(,主治cd!�"#�ef,(�N�:�
�' 本人d!�"#$]識�hij�N�:�
生�習l]X�^N-治`�d長()思#9 n��)�Q(,本人d!�"#�ef,(�
N�:�

主
任
介
護
支
援
専
門
員

自暴自q$発�s多W聞�� n�vw生���xyH9zf-方v)感|�4'Fn�"#
$中� 支/9}~�7,(-)(#�)	 今後�支/��'+, ��方�生�意P��
上�Q$9-"#$動機Zw�Q(,�h�fd�&�N�:�
]�不安定	悪化4'折�生�����担当�?��?�?（生�保�受給者�)s
緊�時� ¡体£�確認4,hW)良(�4¥#F�

看
護
師

長年�B'-生�習l（§¨	暴§暴©X��'L�血糖«��¬?不良)$+,(�
N9 ®?¯�提±�"+, 気ij9§¨���#�)9$W$+,(-点	健康面�確認9
�7-"#�$+,h���NF状�悪化�一途�¸-)(#経過�»¼H�,(-�)�� 
½自身�s#少4目��w�� 本人�4(生��送-�)�sQ$R��-"#�何�手立,
��f-)N�Ä !�"#$�)9提案�7n#�N�F�
]状悪化�Æ�s�& Ç体的$c`)� É体£�確認4,hW必Ë9�&�NF�

基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

糖\]性ÍÎÏ�'L視力Ò下9Ô��,(�NFÕÖ�s×ØÙ経障害9�&Ü時4
Ý�感9�-状�)$+,(�NF日Ü生�行為�一部介助9必Ë�d�&�N9 本人9
�v自分�出来,(-�)s多(��d$(�4¥#�Fl�'å内���Ä生�上�工夫9
�7$(� 日Ü的�^B+,(-è問介����提案d$��聞(,(�N�:�

保
険
者

安心4,生�9�7-場)4,短期入所生�介��ï用	ñ設入所�提案9�-9 ó
'4,本人dn�"#�ôõ�(-��öÔ取&9�7�øõ�4'F�ùúû�d保険給付N
-#f��þ拠)$-書���-�)�意識4,作成4,WvH(F�

＜事例�����＞
気�入�$()��-�)d�-)(#�)v9 ®?¯�n�s���	N-Bw�d$(�)�� ^係
性構築�中�� 本人)�会話	細$変化�ef, 意�的�本人9何�!#�f,(-���E
+,Ô-�力�}~N-�)9必Ë�NF会話�内	細$変化�支/�?��共�N-�)�本
人�4H9次第�見f始L 本人�4(生�)d!�"#$s�����7-)�f���NF�
今�s'��§Ô屋�店主9自宅�h見舞(�来,W�-)(#�)���Ä 店主	�人)�^B&
�増	N�)� 本人9少4�s自分�生�� !的$気ij�$�-面s�"4 地$)�^係
性s支/�一部)4,�f,(W�)s大&�NF�



66 

(5) 事例 5 

夫����認知�	
�	�一部介助�������夫��������支����事 !

＜利用者�基本情報＞
事 "#$! 夫 95 歳! $介(３（A2/.a0!

1! 90 歳! $介(１（42/5a0!
6789夫! :;<=>?@認知�! 前立CD大! F水�!
! ! ! ! ! ! 1! 認知�! H性JK不全! N不全! F水�!
家P9高齢者"T世帯W!

子YZ 2人W同?]^_]内" 1 b�長男"1�4b�f家P!
次男家PZ近i市k住W長男Zm��nopq�r��長男"1�Z折�合�	!
悪�W長男"子�
�f	家P�住v���	w流Z少p�W入{院時�Z!
近i市�~次男	来�対応m�	�次男���	
��日�的p支�Z不可能

#$9夫Z県庁������	�定年前�{職W実家"
�東京����不動産業�営
�W1Z�業主��二人"子����W夫��� p暮~¢�¢���W£���
��¤¥��大�p¦気�po¨©機«������Z¬�vp�q�W子Y�f�
®¯的�w流po�夫�°��生²¢���W自´所¶?]^_]"·理	��p
op��¹貸»¼約�¾¿À;�Á�¢�����q���認知�	Â明W同時期
��1��同Å物��oÇ�È入m�É"出来事	
��受Ì¢���Í認知�	
Â明W!

Î@ÏÐ"Ñ
用状況

生²�助 夫（$介(３056 Ö×月! Ù! 1（$介(１028 Ö×月
主p内Û9買�物�調理�Þß�àá�着ã��入ä"å¢

＜�����係�議論�自立支援�重度化防止�視点"#�多職種�'�検討＞
会議"形式! ê:ë¿]指導研修事業（地ñê:òó会議0!
確認¢�!
資ö!

Ù÷ø>Ð^@¾Ùù:úÐû]¾支�^@¾Ù主治¨意見書Ù第１表�第２表�第３表
ÙÎ@ÏÐ担当者会議資öÙÎ@ÏÐ提Y票Ùòó�助計画

参加¢�!
職!

¨���(��理学©法士�作業©法士��語聴�士�主任介(支��門��基�
相談ú]�@（障害者 "#0�保険者É!

&近"状況確認9介(支��門��~"報告
1	家事一)�担q���	�家事"手+	,�~pop����popq���W特�調理	��po
p��¥�."始0�心2p��23Î@ÏÐ�Ñ用開始��5��3事�各自	37���8���
理解��p����夫	1"分¥�全部37�¢¥q���状況W!
夫";<障害Z=行¢�r��37��m?�忘¤�¢¥8���3事Z¥°��聞�¤��1Z自分
�¥°3¢�p�"�夫�自分"�"�差¢出¢�¢¥8状況W!
夏�£���F水�状"��入院m����pq�経E	
��3事�水分��Fv�取¤��823
Î@ÏÐ"Ñ用�開始¢��""���	p��£�����Fv�3事�水分	�¤p�状況W!
H@I@J]�
�次男�過L�¾¿À;	
��両親"���Ç��多o�語��	~p�様子W
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�門職���確認	助��内�
＜助��������

認知�夫������自宅�暮�!"#$%&%'意)*+,!-���生/全般2一部介助	6
�#*"#-���現状*維:�;<%�&=>*支:@�
A�B�%�期間&時間*�#�現状�FGHI*定着LM<;$�*確認!�健康P理	R水予UV
W�早期発見	[I\]^�$_2必a-支bV2c%<助�@�
親子間��f_事��h�家j���支b�受#2B%状l�����介mFGHI��;�=&�家
j�-#no�;-%=&*p理!�qr�工夫-A2c%<助�@�

医
師

夫t短期vw�x断力�{下�}~2-�<;<%��'��@介m!<%$��認知�
状&合�M<�健康P理*含_$支b	生/支b-A�今後�見立<*主治�tA��'
2行�<%�����
夫��認知�高齢者�日�自立度����事	水分*;��&取h���*行'$_2�
相当�6�#	支b�必a性���&思%��@�

主
任
介
護
支
援
専
門
員

=n���夫��生/¡�中�役割分担Ln<%$=&*各自�実¨!�'&Ln<%���
'�B�;-%$_2�L�©�-点��生/上�問題�生®<%��'��@可能-限h自分
��;��'�一部介助	6�#�²�³�´	工夫*FGHI事業者間�情報*共¹!�支
b2/�M�&良%�!»'@FGHI担当者会議�場*'�B/用!<À<t%������
近Â2%�家j���支b�-Ã受#�n-%��t�A��'2確認!<%�����
家j間�不和���'r�認知�状�両親2��&-�&�支b!<%B家j�負担t大;
%���高齢者É待VW�発生[I\�-%�ËÌÍ!<支b*行%�!»'@�

看
護
師

認知����$_2体調不良*訴r�n-%可能性Ë�h��@�動	動作�異変-A�
何�普×&様子�変Ù&感®$��体調面*確認!<À<BÙL%@�
�事&水分�Ü取Ù#�t-BÝÞ2c%<ËßàIá���必a��@夫�前立ãä大�
tÝå�A'-�<%����気2-�&=>��@ç�点tA��'2!<確認!<%�����

保
険
者

同一é�êë�2ì住!<%<Ë支b�;-%理由�明����ð拠���Ë���no生/
b助中心ó�ô定t可能��@�õö÷�多B*語h$��-%=&*ú理2聞;出�必a
t�h�M���=n��A'%'生/*送�<;$���A��'-þ親��親Ù�$�*聞BÙ
#�Ë���;�=&Ë���Ë!n�M�@次男	���ËË'少!��体的-経�*聞%<
À<tA'�!»'�@�

＜事例�����＞
認知��夫�*支r�$_2t�日��暮�!h*確認!-���夫��意)確認	{栄養�R
水�[I\	���-A含_$体調P理*行'2t一定�生/b助�FGHI�必a��@�
�$�生/b助FGHI�À-���短期入所生/介mV*�用!�夫�çn�n��事	���
ÝÞV*一定期間�����方法-A�検討Ë�;$&=>Ë大�-視点��@一!"_<#$�
��$場合2%%<Ë情報提'V�qr方�工夫*変r�Ù#�受#入n��;�場合��h��@�
¨設�tA��'-介助	6�#*!$��*)所時2支b*G+�共¹!�短期入所生/介m�
�生/[,+*-宅�Ë."�;��'��事	ÝÞ�入/�時間*調p��=&&-h�!$@�
主治�&相談!����内Ë1度調p!�朝&3方�À2変更�;<%��@�
家j間�不和�5景2Ë7Í!�介m保険FGHI��;�=&�親j&!<行'点-A�今後�予
後予�*qr�中��緊;時対応	>?�V��体的-3方��事�@!&水分A給���CD
導V�出来�G囲�6*�#<Bn�=&2-h�!$@�
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4. 参考情報

4.1 参考�料

�����「��	
�������� ����け��き�Ver.1��
「��	
�������� � !�け��き�Ver.1��

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/yobou/ind
ex.html 

"#$%&'� ()*+�,-./0� 12 24345'67789:;��� <=
>ア+@ABマDEアルG2��「「<=>ア+@ABマDEアル�

http://www.nenrin.or.jp/regional/pdf/manual/kaigimanual00.pdf 

�����「<=HI>アのKLM�けた<=>ア+@KO�PQR<=のSTを

�かしたKOのためMR�

"#$%&'� ()*+�,-./0「<=>ア+@ABハ.Zブ\ク�

"#*%&'^_��`a� bc+� 12 29 34 �����5'67789:

;��「>アdラ.へのgh��の��a助を位klけるnのopqr���stu

http://www.jcma.or.jp/news/association/29_8.html 
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4.2 � ��する基準等

指定居宅介�支援等の事業の人員及び�営に�する基準�平成 11 年厚生省令第 38号(�

� 13 �� 18 号の�
���	
��は、����ビス���������が�める"#$上の&'��(��

����が�める)の�*る+$,この号�お/て1じ+3を位67ける9:�;って

は、その>?の@ABをCDし、AF����ビス���&'��がGHなJKをLMす

るとと)�、AF����ビス��をPQR�SけTなけれVならな/+

)知+第,の-�.(⑲

&'��(X�����ビス�HするY?のZの[��\する]^(_` 12a��bc
d� 19 号3efX�����ビス��g7Yh位#fのi &'��Yのjk�l�す
る�m	助がopで;るX�&'���*る+$,このr�お/て1じ+3の>?"#が

s�t�uてvwの����ビス��よりかけ{れて/る9:�は、>?|の}~�	・

����������の��m?�の��から、PQRが��し、GH��じて��を�

して/くことが�Aで;る+このため、]^� 13 �� 18 号の�は、��"#(]^�
13�� 18号の��より������が�める"#を/�+$,1じ+3$上の&'��
を����ビス���位6づける9:�そのGHBをAF����ビス���LMする

とと)�、AF����ビス��をPQR�SけTなけれVならな/ことをl�する)

ので;る+ST�;たっては、AF��お/て�`�は��( �おける¡¢な��を£

く+3した����ビス��の�¤��"#$上の&'��を位6づけた)の�つ/て、

¦�の§¨まで�PQR�SけTることとする+なお、ここでª�AF��お/て�`�

は��した����ビス��とは、AF��お/て>?|の1«を¬て7をした��

��ビス��を/�+

なお、]^� 13 �� 18号の��つ/ては、_` 30a 10 �i¨より®¯されるため、
1a 10�$±��`�は��した����ビス���つ/てSTを¯�こと+

平成 30 年度介�報3改定に�する�567�Vol.<(�平成 30 年-月 23 日(�

○�A問介�が必Eな理由について

' 134 ² ]^� 13 �� 18 号の��]づき、PQR����ビス��を´Tする�;
たっては、&'��(�m	助opµ3のGHB�つ/てLMすることとなったが、��

��ビス��とはe�JK¶の´TがGHとなるか+

�答(�

AF>?|�つ/て、·¸の�	を¹けられな/º»��¼½�が;ることその¾¿À

�より、&'��(�m	助opµ3>?がGHで;るJKが����ビス��のLMÁ

Âから分かる9:�は、AF����ビス��のみを´TすれVÅり、eÆJK¶の´T

をÇめる)のではな/+
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事業分$%地'()会議�,-./()012検証�56方,89/調査研究事業>,-?@�下B�検
討委E会F作業部会,I6作成JKLM�N9OP

（平成 30 年 9 月現5F五UVWFXY略$P
＜委E長]P
中_P 伸 社会bc法人e崎g風bc会 事業��部長
＜委E]P
折jP 実l子 全国地'包qF5宅介t支vw2xy協議会P {会長
高良P ~子 東京学�大学P ��学部社会bc��P �授
P ��P 秀樹 一般社団法人日本介t支v�門E協会P {会長
P �藤 秀樹 公益財団法人全国�人�1��合会P �務理事
田中 明¢P £良県生¥市bc健康部 次長
P ¨©P ª«代 公益社団法人認知¯�人°家²�会P {代表理事

（平成 30 年 9 月現5F五UVWFXY略$P
＜�長]P
田中 明¢P £良県生¥市bc健康部 次長
＜委E]P
金丸 絵里 東京都武¹野市高齢者支v½相談支v係 主査
三多 久実子P ÅÆ法人社団JÇM°Å院P É宅介t支v事業所 主任介t支v�門EP

＜Ì�ÍyÎy]P
P e部 勝一P �生�働省�健局ÑÒ½P ½長�佐
佐Ô木P Ö子P �生�働省�健局ÑÒ½P 地'包q()��官
増田 岳ÙP �生�働省�健局ÑÒ½P 人Ú研修係長
宮本 和ÞP �生�働省�健局ÑÒ½P 基準第一係長
岡田 愛P �生�働省�健局ÑÒ½P 人Ú研修係

＜事務局]P P
P äåF)yæF)çèéyê)ëìäçí株式会社P éðñòóèñô事業部
株式会社三菱総合研究所P ÷æð()Føùæúð事業本部

検討委�会 � �

作業部会 � �
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